
4　土坑墓

調査2区の北部において238基の土坑墓を確認した。土坑墓と判断した根拠は，出土遺物，形態，土坑墓全

体の配列等からである。

遺物が出土したのは第62号土坑墓で，琉泊・薪翠製垂飾が出土している。これらは北側の底面から出土して

いる状況から，副葬品の可能性が高い。また底面近くから石鉄が出土している土坑墓が5基あり，これも副葬

品の可能性が考えられる。

土坑墓の形態は，ほとんどが楕円形を呈することに特徴がある。その中でも壁溝が巡る土坑墓が7基検出さ

れ，特異な例と考えられる。壁溝の性格については不明である。

土坑墓全体の配列を見ると，墓城の中央部にある空白部を中心に，放射状に配列されていることが確認され

た。調査1区においては，撹乱が多く配列の様子は不明瞭であるが，調査2区同様放射状に配列されていたこ

とが推定できる。そのうち38基だけは，他の土坑墓と主軸を異にしている。

壁溝を有する土坑墓や主軸を異にする土坑墓は特異な例であり，壁溝の有無や主軸の違いが時期差なのか，

被葬者の性格に起因するのかなどは不明である。

以上のことから，遣物が出土した土坑墓，もしくは壁溝を有する土坑墓を取り上げ，それぞれの土坑墓の特

徴と出土遣物について解説を加え，それ以外のものは一覧表で記載した。

第46号土坑墓（第490図）

位置　調査2区の北部，B3j3区。土坑墓群域に位置する。

重複関係　北東側で第47号土坑墓を掘り込み，第48号土坑墓に北東壁の一部が掘り込まれている。本跡の南東

側は現代の撹乱により破壊されている。

規模と形状　平面形は楕円形と推定され，規模は不明であるが，現状では長径1．53m，短径1．27m程度であ

る。推定される長径方向はN－500－Eである。底面はほぼ平坦で，深さは36cmである。壁は外傾及び直立する。

東壁を除いて，壁に沿って壁溝が巡っている。壁溝の断面形はU字状を里し，幅は11～21cm，深さは底面か

ら8～10cmである。南東側は現代の撹乱により破壊されているため，壁溝が巡っていたか不明である。

覆土　6層に分層される。全体的には含有物は同質である。暗褐色を基調とする土層で，粘性や締まりの程度

は普通である。堆積状況が不自然であることから，人為堆積と考えられる。
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第490図　第46号土坑墓・出土遣物実測図
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土層解説

1　黒褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック中量
3　暗褐色　ローム粒子中量

4　暗褐色　ロームブロック微量
5　暗褐色　ロームブロック少量
6　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　石鉄1点が覆土から出土しているo Q5106は石鉄で先端部を一部欠損しているが，チャート製

で精製品である。

所見　本跡は，他の多くの土坑墓が壁溝を伴わないのに対して，一部途切れる馬蹄形の壁溝を有する点に特徴

がある。特筆されるのは，Q5106のチャート製の石鉄である。他の土坑墓からも底面等から出土していること

から，この石舷は副葬品と考えられる。時期は，出土土器がないために断定することはできないが，土坑墓群

全体の様相などから縄文時代中期後葉（加曽利EI～EⅡ式期）と考えられる。

第46号土坑墓出土遺物観察表（第490図）

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 l材 質

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長さ（cm）幅（cm ）厚さ（cm ） 重量（g ）

Q 5106 石　　 赦 （2．2） 1．8 0．5 （1．1） チャー ト 基部中央が大 きく湾入。研磨痕。一部欠損。 覆　　 土 P L 59

第55号土坑墓（第491図）

位置　調査2区の北部，B3i4区。士坑墓群域に位置する。

確認状況　多くの土坑墓が重複する中で，単独かつ良好な遺存状況である。

規模と形状　平面形は長径1・96m，短径1．10m程度の楕円形である。長径方向はN－9。－Eである。底面はほぼ

平坦で，深さは54cmである。壁は外傾及び直立する。

覆土　4層に分層される。全体的に含有物は同質である。色調から大きく二つに分けられる。また粘性や締ま

りの程度は普通である。堆積状況はレンズ状を呈しているが，縄文土器片などがほとんど出土していないた

め，短期間に埋め戻された可能性が高く，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　3　暗褐色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片10点，石鉄1点が出土している。Q5095の石鉄は完形で，北東壁寄りの底面から出

土し，喝瑠製で精製品である。

所見　特筆されるのは，Q5095の塙璃製の石鉄である。出土状況から副葬品と考えられる。時期は，出土土器

が少ないために断定することはできないが，土坑墓群全体の様相などから縄文時代中期後菓（加曽利EI～E

Ⅲ式期）と考えられる。
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第491図　第55号土坑墓・出土遺物実測図
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第55号土坑墓出土遺物観察表（第49ユ図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎 土 i焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP5148

縄文土器 深　 鉢 － （5．2） － 目線部 は隆帯に よ り渦巻文 を 長石 ・石英　 普通 明赤褐 覆　　 土

描 出。 R L の単節縄文 を縦方

向 に施文。 ［

TP514り

縄文土器 深　 鉢 － （3．8） － 胴部 は沈線 に よる懸垂文 間を 長石 ・石英　 普通 にぷい黄褐 覆　　 土
磨 り消 している。 L R の単節

縄 文 を縦方向 に施文。

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 i材 質

特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考長さ（cm ）桓 cm）恒 （cm）重量ね）

Q 5095 石　　 鉄 ・ 巨 0 日 ・4 1．6 喝　　 璃 基部中央が大きく湾入。器体調整入念。 底　　 面 P L 59

第醍尊堂琉薯（第492の493回）

位置　調査2区の北部，B3g4区。土坑墓群の中央部付近に位置する。

重複関係　北側で第71号土坑墓，北東側で第72号土坑墓を掘り込んでいる。南側で第61e242号士坑墓，南西側

で第73号士坑墓と重複しているが，新旧関係は不明であるe

規模と形状　平面形は長径上30m，短径0．64－ITl程度の不整楕円形と推定される。長径方向はN－100－Eである。－

底面はほぼ平坦で，深さは56cmである。壁は直立する。

覆土　4層に分層される。♪　全体的に含有物はほぼ同質である。粘性や締まりの程度は普通である。最下層の第

4層がローム粒子を多量に含んでいることや，第2e3層の堆積状況がやや不自然であることから，人為堆積

と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック中量

4　褐　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片11点，琉再製垂飾2点，鶉翠製垂飾1点が覆土中及び底面から出土している。

Q5098eQ5099の琉泊製垂飾とQ5100の素翠製垂館は，完形かつ精製品であり，北壁寄りの底面直上からまと

まってEl主上している。TP5152・TP5221は同・・－…一一－・個体と考えられる。

所凰　わずかな出土遺物の中で特筆されるのは，Q5098のQ5099。Q5100の琉泊や素翠製垂館である。これらは，

出土状況から被葬者が身につけていた装飾品の可能性が高ら　また被葬者を特徴づける威信財と考えられる。

このことは，調査2区の北部で，放射状に配列されている土坑の一群を，土坑墓と判断した根拠の一つでもあ

りタ　238基を数える土坑墓の中で，唯一の存在である。時期は，出土土器が少ないために断定することはでき

ないが，土坑墓群全体の様相などから縄文時代中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第姻図　第62号土坑墓実測図
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第493図　第62号土坑墓出土遺物実測図

第62号土坑墓出土遺物観察表（第493図）
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番　号 種　別 器　種 口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置 備　考

TP5152

縄文土器 深　鉢 － （6．5） － 胴部は沈線による懸垂文間を

磨り消している。L Rの単節

縄文を縦方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい黄橙 覆　　 土 TP5221

と同一

TP5221

縄文土器 探　鉢 － （10．2） － 胴部にはL Rの単節縄文を縦

方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい黄橙 覆　　 土 TP5152

と同一

番　号 器　種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q5098 垂　　 飾 2．2 1，4 1．2 2．1 琉　　 泊 断面形は台形を呈し，裏面は扁平。両面から穿孔。底　　 面 P L58

Q 5099 垂　　 飾 2．3 1．4 1．4 3．3 琉　　 泊 断面形は楕円形を呈す。両面からの穿孔。 底　　 面 P L58

Q 5100 垂　　 飾 2・4 l 2・5 0．8 2．9 薪　　 翠 断面は扁平な三角形を里す。両面からの穿孔。底　　 面 P L58

第70号土坑墓（第494図）

位置　調査2区の北部，B3i4区。土坑墓群城に位置する。

重複関係　第69号土坑墓に北壁の一部を掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径1．92m，短径1．24m程度の楕円形と推定される。長径方向はN－33。－Eである。底面

はほぼ平坦で，深さは62cmである。壁はほぼ直立し，西壁の一部で内傾する。北壁を除いて，壁に沿って壁

溝が巡っている。壁溝の断面形はU字状を里し，幅は11～18cm，深さは底面から6cmである。

覆土　5層に分層される。全体的に含有物は同質で，色調から大きく二つに分けられる。また，粘性や締まり

の程度は普通である。第3層を主体に埋め戻されたような堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土屑解説
1　暗褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック少量
3　褐　色　ロームブロック中量

4　褐　色　ロームブロック少量

5　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片11点，土器片円盤1点が覆土から出土している。

所見　本跡は，他の多くの土坑墓が壁溝を伴わないのに対して，一部途切れる馬蹄形の壁溝を有する点に特徴

がある。また西壁の一部が内傾していることから，本来の形状は袋状を呈していた可能性も考えられる。時期

は，出土土器や土坑墓群全体の様相などから縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。
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第494図　第70号土坑墓・出土遺物実測図

第70号土坑墓出土遺物観察表（第494図）

‾LJ

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　l

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

TP5154

縄文土器深　鉢－（4．4）－
胴部は2条の沈線による懸垂

文間を磨り消している。RL

の単節縄文を縦方向に施文。

長石・石英普通橙 覆　　土

TP5155

縄文土器深　鉢－
（3．5）－胴部は櫛歯状工具による波状

沈線文を縦方向に施文。

長石・石英普通橙 覆　　土

番　号器　種

計　　測　　値
胎土・色調 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

DP5011土器片円盤3．6 3．6 0．9 13．6 長石・石英，にぷい黄橙ほぼ円形。周縁部は荒割り後，研磨。覆　　土

第92号土坑基（第495図）

位置　調査2区の北部，B3j5区。土坑墓群域に位置する。

重複関係　北西側で第91号土坑墓と重複しているが，撹乱により新旧関係は不明である。

規模と形状　平面形は長径1．82m，短径1．17m程度の楕円形である。長径方向はN－70－Eである。底面はほぼ

平坦で，深さは42cmである。壁はほぼ直立する。壁に沿って壁溝が仝周している。壁溝の断面形はU字状を

里し，幅は11～17cm，深さは底面から4～8cmである。

覆土　5層に分層される。全体的に含有物は同質で，暗褐色を基調とする土層である。第3層の堆積状況が不

自然であることから，人為堆積と考えられる。

土眉解説
1黒褐色　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロック中量
3　黒褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック少量
5　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片16点，石鉄1点が覆土から出土している。Q5107の石鉄はチャート製で完形品であ

り，北壁寄りの覆土中層から出土している。

所見　本跡は，他の多くの土坑墓が壁溝を伴わないのに対して，仝周する壁溝を有する点に特徴がある。わず

かな出土遺物の中で特筆されるのは，Q5107のチャート製の石鉄である。底面からの出土ではないが，第55号

土坑墓から出土した石鉄と同様，副葬品と考えられる。時期は，出土土器が少ないために断定することはでき
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ないが，土坑墓群全体の様相などから縄文時代中期後葉（加曽利EI～EⅡ式期）と考えられる。
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第495図　第92号土坑墓・出土遺物実測図

第92号土坑墓出土遺物観察表（第495図）
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番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

TP5171

縄文土器深　鉢－
（4．8）

－胴部に2条の沈線が巡る。R

Lの単節縄文を縦方向に施

文。

長石・石英普通にぷい褐覆　　土

TP5172

縄文土器探　鉢－ （5．3）－胴部には3条の沈線による懸

垂文間を磨り消す。LRLの

複節縄文を縦方向に施文。

長石・石英普通にぷい黄褐覆　　土

番　号器　種
計　　測　　値

材　　質 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）重量（g）

Q5107石　　放2．4 1．5 0．5 1．4 チャート基部中央の湾入が小さい。 覆土中層PL59

第113号土坑墓（第496図）

位置　調査2区の北部，C3a4区。土坑墓群域に位置する。

重複関係　北側で第114号土坑墓を掘り込み，第112号土坑墓に西壁の上位を掘り込まれている。

規模と形状　平面形は長径2．15m，短径1．18m程度の楕円形と推定される。長径方向はN－10－Eである。底面

はほぼ平坦で，深さは58cmである。壁は直立し，南壁側で外傾する。西壁の一部を除いて，壁に沿って壁溝

が巡っている。壁溝の断面形はおおむねU字状を呈し，幅は12～20cm，深さは底面から6～10cmである。

覆土　5層に分層される。全体的に含有物は同質である。黒褐色を基調とする土層で，粘性や締まりの程度は

普通である。第1層を主体に埋め戻されたような堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土眉解説
1　黒褐色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ロームブロック中量
3　極暗褐色　ロームブロック少量

4　黒褐色　ロームブロック微量
5　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片41点が覆土中層から出土している。TP5173は深鉢片で覆土中層から出土している。

所見　本跡は，他の多くの土坑墓が壁溝を伴わないのに対して，一部途切れる壁溝を有する点に特徴がある。

ただし，第46号土坑墓や第70号土坑墓のように馬蹄形を呈するのではなく，壁溝の途切れ方も幅12cmと狭い。

その他の土坑墓と比較して出土土器が多く，縄文土器の大形破片が北東部の覆土中層から出土している。これ

らの遺物の性格は不明である。時期は，出土遺物や土坑墓群全体の様相などから縄文時代中期後菓（加曽利E

Ⅱ式期）と考えられる。

一535－



第496図　第113号土坑墓・出土遺物実測図

第113号土坑墓出土遺物観察表（第496図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　…十　　一1－－1

番　号 種　 別 器　種 口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置 備　考

TP5173

縄文土器 深　鉢 － （14．2） － 目線部は沈線で文様描出。胴

部は沈線による懸垂文間を磨

り消す。R Lの単節縄文。

長石・石英

・雲母

普通 にぷい橙 覆土中層

第125号土坑墓（第497図）

位置　調査2区の北部，C3a7区。土坑墓群城に位置する。

重複関係　南側で第124号土坑墓を掘り込んでいる。北側で第173号土坑墓，西側で第202号土坑墓と重複して

いるが，新旧関係は不明である。

規模と形状　平面形は長径2．76m，短径1．23m程度の楕円形と推定される。長径方向はN－69。－Wである。底

面はほぼ平坦で，深さは46cmである。壁は直立する。

覆土　7層に分層される。全体的に含有物は同質で，暗褐色を基調とする粘性及び締まりの程度も普通の土層

である。ただし，第7層は焼土粒子を微量に含んでいる。各層が埋め戻されたような堆積状況を示すことか

ら，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック中量
3　暗褐色　ロームブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子微量

5　黒褐色　ロームブロック微量
6　暗褐色　ロームブロック少量
7　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片6点が，覆土から出土している。

所見　本跡は，放射状に配列されている土坑墓群の中で，長径方向のN－69。－Wが示すとおり，大きく主軸方

向を異にする点に特徴がある。本跡と同様に主軸方向を異にする土坑墓は38基を数える。こうした土坑墓の主
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軸方向の違いが，時期差なのか被葬者の性格に起因するのかなど，詳細は不明である。なお出土土器はわずか

で，埋葬にかかわる遺物などは確認されていない。時期は，出土土器が少ないために断定することはできない

が，土坑墓群全体の様相などから縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ～Ⅲ式期）と考えられる。

（か

第497図　第125号土坑墓・出土遺物実測図

第125号土坑墓出土遺物観察表（第497図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　；　一一」

0　　　　　　10cm

TP5175巨－　；　」

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

TP5175

縄文土器 深　 鉢 － （4．8）
－ ロ緑部に沈線が巡る。地文は

L R の単節縄文で，横方向に

施文。

長石 ・石英 普通 にぷい褐 覆　　 土

第193号土坑基（第498図）

位置　調査2区の北部，B3j5区。土坑墓群域に位置する。

重複関係　南側で第192号土坑墓を掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は長径1．78m，短径0．95m程度の楕円形である。長径方向はN－30－Wである。底面はほ

ぼ平坦で，深さは38cmである。壁は直立する。壁に沿って壁溝が全周している。壁溝の断面形はU字状を呈

し，幅は10～12cm，深さは底面から9～21cmである。

覆土　6層に分層される。全体的に含有物は同質で，炭化物・粒子を含んだ暗褐色を基調とする土層である。

粘性や締まりの程度は普通である。第5層は多量のローム粒子と微量の鹿沼パミスを含むなど，やや土質が異

なる。堆積状況はレンズ状を呈しているが，土器がほとんど出土していないため，短期間に埋め戻された可能

性が高く，人為堆積と考えられる。

土眉解説

1暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

4　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

5　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，鹿沼パミス粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片2点が覆土から出土している。

所見　本跡は，他の多くの土坑墓が壁溝を伴わないのに対して，仝周する壁溝を有する点に特徴がある。時期

は，出土土器が少ないために断定することはできないが，土坑墓群全体の様相などから縄文時代中期後葉（加

曽利EI～EⅢ式期）と考えられる。
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第498図　第193号土坑墓実測図
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第197号土坑墓（第499図）

位置　調査2区の北部，C3a3区。土坑墓群城に位置する。

重複関係　第198号土坑墓に東壁の南側を掘り込まれている。北側で第221号土坑墓と重複しているが，新旧関

係は不明である。

規模と形状　平面形は長径1．64m，短径0．76m程度の楕円形と推定される。長径方向はN－160－Eである。底面

はほぼ平坦で，深さは30cmである。壁は直立する。

覆土　3層に分層される。最下層の第3層はロームを多量に含んだ締まりの強い土層である。堆積状況に不自

然な点は見られないが，土坑墓という性格上，人為堆積と推定される。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－；　　」

‾＿撃・・轟：撃．：蚕一撃葦：賢．：羊堅‾

＼母∴・寮i誌：∴工三二。三三
‾くこ上

第499図　第197号土坑墓・出土遺物実測図
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土層解説
1暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　色　ロームブロック多量

遺物出立状況　縄文土器片16点が覆土から出土している。5243は浅鉢で，南壁寄りの覆土中層からつぶれた状

態で出土している。

新風　出土した5243の浅鉢の性格は不明である。時期は，出土土器や土坑墓群全体の様相などから縄文時代中

期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第197号士坑墓出土遺物観察表（第499図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

P5243

i縄文土器 浅　 鉢 ［40．0］ （13．3） － 口唇部直下は無文。胴部はR

L の単節縄文を縦方向に施
文。

長石 ・石英

・赤色粒子

普通 j橙 覆土中層

TP51男

縄文土器 浅　 鉢 － （5．4）
－ 口縁部内面にペン先状工具に

よる結節洗練文が巡る。他は

無文。

長石 ・石英

・雲母

普通

i

にぷい黄橙 覆土中層

第題号羞坑茎（第5000501図）

位置　調査2区の北部，C3d5区。土坑墓群域に位置する。

重複関係　東側で第230号土坑墓を掘り込み，北西側で第5号土器埋設土坑に掘り込まれている。また，南壁

で第471号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。北壁上位は現代の撹乱により破壊されている。

規模と形状　平面形は長径2。35mタ　短径工26m程度の楕円形と推定される。長径方向はN－550－Wである。底

面はほぼ平坦で，深さは23cmである。壁は外傾する。ピットは2か所で，深さは，Plが27cm，P2が23cm

である。

淫豊　4層に分層される。全体的に含有物は同質である。黒褐色を基調とする土層で，粘性や締まりの程度は

普通である。不自然な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　極暗褐色　ロームブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック微量

3　黒褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック微量

遺物出藍状況　縄文土器片33点が覆土中層から出土している。5257は浅鉢で，中央部の覆土中層から出土して

いる。

所農　本跡は，放射状に配列されている土坑墓群の中で，長径方向のN－550－Wが示すとおり，大きく主軸方

向を異にする点に特徴がある。その他の土坑墓と比較して出土遺物は多いが，それらの遺物の性格は不明であ

る。時期は，出土土器や土坑墓群全体の様相などから縄文時代中期中葉（阿王台ⅢeⅣ式期）と考えられる。

旦29．2m　第5号土器埋設土坑

第230号土坑墓

Al

0　　　　　　　　2m

［－11－　L lllつ
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第5の瑠図　第229号土坑墓出土遺物実測図

第229号土坑墓出土遺物観察表（第501図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ）器高（cm ）底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

5257

縄文土器 浅　 鉢 －
（12．0） 12．8 器面は無文で研磨。 長石 ・石英

・雲母 ・赤
色粒子

普通 にぷい褐 覆土中層

表5　土坑墓一覧表

土坑墓

番　 号
位　 置 長径方向 平面形

［ 規　　　 模

壁面 底面 壁　 溝 覆土 主な出土遺物
重　 複　 関　 係

（旧→新 ）

発　 掘

番　 号長径（m ）×短径（m ） 深さ（cm ）

5 B 3 f4 N －700－W 楕　 円　形 】i l．67　× 1．14 18 緩斜 平坦 人為 SK 2001

6 B 3 g3 N －770－W 楕　 円　形 1．62　×　0．82 38 外傾 平坦 人為 P350・→本 跡 SK 2002

7 B 3 f2 N －540－W 楕　 円　形 1．76　×　0．93 39 外傾 平坦 人為 SK 2004

8 B 3 h3 N －4 0 …E 楕　 円 形 1．53　×　0．88 24 緩斜 平坦 人為 SK 2007

9 B 3 h2 N …700一一W 不整楕円形 1．79　× 1．01
I

29 緩斜 平坦 人為 SK2009

10 B 3 i3 N …500 …E 楕　 円　 形 1．27　×　0．88 27 緩斜 平坦 人為 剥片 SK2010

11 B 3 j3 N －230 －E 不整楕円形 1．85　× 1．43 41 外傾 平坦 人為 第12・13号土坑墓→本跡 SK2014

12 B 3 i3 N －510 －E 楕　 円　 形 （1．19）×　0．71 35 緩斜 平坦 人為 第1猪土坑墓→本跡→第11号土坑墓 SK2015

13 B 3 i3 N －380 －E 不整楕円形 1．74　× 1．38 18 外傾 凹凸 人為 本跡→第12号土坑墓 SK2016

14 B　3 i2 N －400－E 楕　 円　 形 1．43　× 1．14 43 外傾 凹凸 人為 第15号土坑墓→本跡 SK2017

15 B 3 i2
】

N －470－E 楕　 円 形

】

［1．28］× 0．93

！

38 外傾 平坦 人為

l l

本跡→ 第14号土坑墓 SK2018

16 B 3 h2 N －860－W 不整楕円形 2．28　×　0．99 48 外傾 凹凸 人為 本跡→ 第25号土坑墓 SK 2019

17 B 3 h2 N －620－W 楕　 円 形 1．57　× 1．03 36 直立 平坦 人為 本跡→ 第28号土坑墓 SK2022

18 B 3 h l N －76 0－E 楕　 円　形 1．09　×　0．74 43 直立 凹凸 人為 本跡・→第19号土坑墓 SK 2023

19 B 3 h l N －810－E 楕　 円 形 1．36　×　0．69 46 外傾 凹凸 人為 第18号土坑 墓→ 本跡 SK 2024

20 B 3 rh l N －850 －E 楕　 円 形 （1．02）× 0．6日 21 外傾 平坦 人為 第2将士坑墓→本跡→第30号土坑墓 SK 2025

21 B 3 h l N －850 －E 楕　 円 形 （0．56　×　0．4 1） 12 緩斜 凹凸 人為 土器片 円盤 本跡一→第20号 土坑墓 SK 2026

22 B 3 j2 N －540 －E 楕　 円　形 ［1．56　× 0．61］ 42 直立 皿状 － SK 2030

23 B 3 j3 N －330 －E 楕　 円　形 （1．33）×［0．65］ 31 外傾 平坦 － SK 2031

24 B 3 i2 N －420 －E 楕　 円　形 ［1．96］× 1．23 52 外傾 皿状 人為 剥片 SK 2034

25 B 3 h l N －500 －E 楕　 円　形 ［1．45］× 0．60 28 外傾 皿状 人為 第16号土坑墓→本跡 SK 2041

26 B 3 il N －570 －E 楕　 円　形 （1．95）×［1．45］ 41 外傾 平坦 － SK 2046

27 B　3 i2 N －470 －E 楕　 円　形 ［1．52　×　0．96］ 41 外傾 皿状

ほぼ仝 周

－

本跡→第 17号土坑墓

第20号土坑墓→本跡

SK 2047

28 B 3 h2 N －780－W 楕　 円　形 ［1．23　×　0．95］ 28 緩斜 平坦 人為 SK 2068

29 B 3 j2 不　　　 明 不　　 明 不　 明 36 外傾 平 坦 － SK 2071

30 B 3 hl N －480 －W 楕　 円　形 （0．65）×　0．82 36 直立 平 坦 人為 SK 2079

31 C 2 g8 N －760 －E 楕　 円　形 2．02　×　0．96 39 外傾 平坦 人為 SK l173 ・SI152→本跡 SK 2246

32 C 3 C4 N －460 －W 楕　 円　 形 1．79　× 1．27 21 外傾 平坦 人為 SK 2350

33 C 3 C4 N －280 …W 楕　 円　 形 1．88　× 1．02 38 外傾 l平坦 － SK 2364

－540－



土坑墓

番　 号
位　 置 長径方向 平面形

規　　　　　 模 i壁面

底面 壁　 溝

！覆土

主な出土遺物
重　 複　 関　 係

（旧→新）
発　 掘

番　 号長径（m）×短径（m）深さ（cm）

34 C 3 jl N －60 0－E 楕　円 形 1．29　×　0．80 24 緩斜 平坦 巨 為
SK2386

35 C 3 b3 N －970－W 楕　円　形 1．62　×　0．99 17 緩斜 平坦 巨 為
SK2400

36 C 3 d5 N －830－E 楕　円 形 2．38　× 1．13 28 緩斜 平坦 人為 第37号土坑墓→本跡 SK2401

37 C 3 d4 N －770－E 楕　円 形 ［1．55］× 1．02 20 緩斜 平坦 人為 本跡→第36号土坑墓 SK2402

38 C 2 j4 N －360－W 楕　円 形 2．03　× 1．12 33 緩斜 平坦 人為 SK 2436

39 B 3 j3 N －370－E 楕　円　形 ［1．52 × 1．10］ 42 外傾 平坦 人為 第40号土坑墓→本跡 SK 2438

40 B 3 j3 N …34 0－E 楕　円 形 ［1．55　× 1．22］ 33 緩斜 平坦 人為 本跡→第39号土坑墓 SK 2439

4 1 C 3 a3 N －20 0－E 楕　円　形 ［1．28　× 0．92］ 36 不明 平坦 人為 第42号土坑墓→本跡 SK 2444

42 C 3 a3 N －100－E 楕　円　形 ［1．32　× 0．95］ 47 不明 平坦 人為 第41号・43号土坑墓→本跡 SK2445

43 C 3 a3 N －100－E 楕　円　形 1．07　×　0．82 32 外傾 平坦 人為 第42号土坑墓→本跡 SK2446

44 C 3 a3 N －450－E 楕　 円 形 ［1．72］× 0．97 38 外傾 平坦 人為 SK2447

45 B 3 j3 不　　　 明 不　　 明 不　 明 25 外傾 平坦 人為 SK 2448

46 B 3 j3 N －500－E 楕　円　形 （1．53）× 1．27 36 外傾 平坦 ほぼ仝周 人為 石鉄 第47号土坑墓→本跡→第4綺土坑墓 SK 2449

47 B 3 j3 N －50 0－E 楕　円 形 （1・05）× 1・07 ！ 31 不明 不明 － SK 2450

48 B 3 j3 N －50 0－E 楕　円　形 ［1．85］×　0．92 30 緩斜 平坦 人為 第4締土坑墓→本跡→第4時土坑墓 SK 2451

49 B 3 j3 N …850－E 楕　円 形 0．95　×　0．68 47 不明 平坦 人為 第48号土坑墓→本跡 SK2452

50 B 3 j3 N －400－E 楕　円 形 0．58　×　0．48 17 緩斜 皿状 人為 第51号土坑墓→本跡 SK2453

51 B 3 j3 N －4 00－E 楕　 円　形 1．18　×　0．78 19 緩斜 平坦 人為 本跡→第50号土坑墓 SK2454

52 B　3 i3 N －450－E 楕　 円　形 ［1．03］× 0．92 34 外傾 平坦 人為 SK 2455A

53 B　3 i3 N －300－E 楕　円　形 ［1．55］× 0．98 32 直立 平坦 人為 第66号土坑墓→本跡 SK 2455B

54 B 3 j3 N －25 0－E 楕　円 形 1・23 × 0・57 i 39 外傾 平坦 人為 第40号土坑墓→本跡 SK 2457

55 B　3 i4 N －9 0…E 楕　円　形 1・96 × 1・10 i 54 外傾 平坦

l

！

i

i

i

l

I

i

i

i

！

！

まぼ仝可

i

i

！

i

i

i

i

i

i

人為 探鉢，石鉄 SK 2466

56 B 3 j3 N …500…E 楕　円 形 ［0・82］× 0・35 ！ 24 緩斜 平坦 人為 本跡→第57号土坑墓 SK 2472

57 B 3 j3 N －500－E 楕　円 形 0・65 × 0・41 ！ 25 緩斜 平坦 巨 為 ！

」

人為 ！

i

i

i

第56号土坑墓→本跡 SK2473

58 B 3 j3 N …310－E 楕　 円 形 ［1・05］× 0・51 i 不明 不明 不明 SK2474

59 B 3 h4 N －y －W 楕　円 形 ［1・92］× 0・70 i 16 外傾 平坦 SK2475

60 B 3 g4 N －7信 一W 楕　円 形 ［0・70］× 0・60 i 25 緩斜 平坦 人為 第67号土塊墓→本跡 SK2476

61 B 3 g4 N －9 0－－W 楕　円 形 ［1・25］× 0・80 i 17 外傾 平坦 人為 SK 2477

62 B 3 g4 N －100－E 不整楕円形 1・30 × 0・64 ！ 56 直立 平坦 人為 探鉢，垂飾 第71号・72号土坑墓→本跡 SK 2478

63
B 3 h3 ！N －160－E 不整楕円形 1・60 × 0・78 I 20 外傾 平坦 人為 SK 2480

64
B 3 i5 iN －180…W 不整楕円形 ［1瑚 × 1・24 i 26 緩斜 平坦 人為 SK 2482

65
B 3 j5 ！N －520…E 楕　 円 形 1・88 × 1・1日　 34 外傾 i平坦 人為 SK 2483

66
B 3 i3 ！N …180－E 楕　円 形 1・44 × 0・75 ！ 49 外傾 i平坦 人為 i 本跡→第53号土坑墓 ！

SK2484

67 iB 3 g4 iN －44 0－E 楕　円 形 1・55 × 0・95 I 40 外可 平坦 人為 ！ 本跡→第60号土坑墓 ！
SK2485

6日 B 3 i5 iN －320－W i楕　円　形 ［1・20］× 0・9中 12 緩叫 平坦 人為 i ！
SK2493

69 IB 3 i4 ！N －190寸 楕 円 形 ！［1・30］× 1・02 ！ 21 不可 平坦 人為 ！ 第70号土坑墓→本跡 ！
SK 2494

70 iB 3 i4 iN －330－E i楕 円 形 ！［1・92］× 1・24 日 2 直可 平坦 人為 i深鉢，土器片円盤 本跡→第69号土坑墓 i
SK 2495

71 i B 3 g4 ！N －720－W i楕 円 形 i 1・55 × 0・85 I lO ！外可 平坦 不明 ！深鉢，石鉄 本跡→第62号土坑墓 i
SK 2496A

72 i B 3 g4 ！N －770－W i楕 円 形 ！［1・20 × 0・8中 不明 i不可 不明 不明 i ！
SK 2496B

71
B 3 g4 iN －100－W ！楕 円 形 ！［1・13］× 0・55 ！ 1日 緩叫 平坦 不明 i i

SK2497

74 ！B 3 i6 ！N …750－E i楕 円 形 I ［1・33］× 0・67 I 17 ！緩軒 平坦 人為 ！ 本跡→第75号土坑墓 ！
SK2515

75 ！B 3 i6 ！N －200－W i楕 円 形 i 1・51 × 0・7日　 25 i外可 平叫 人為 ！ 第74号土坑墓→本跡 ！
SK2516

76 ！B 3 h6！ N －00 i楕 円 形 ！ 1・95 ×五1可　 50 ！直可 、平可 人為 ！ i本跡→第77号土坑墓 ！
SK 2517

77 ！B 3 h5 ！ N －00 ！ヰ青 円 形 l ［2・56 × 1・1中　 45 ！外傾 i、平可 人為 i i第76号土坑墓→本跡 ！
SK 2518

7日 B 3 j5 iN －4 0 －中 毒円 形 ！［1・80］× 1・45 i 35 ！直可 、平可 人為 i ！本跡→第7婚 土坑墓 i
SK 2520

7日 B ′3 可 N －120－W i不青円 形 ！五40］× 0・90 ！ 37 ！外可 、乎可 人為 ！ ！第78号土坑墓→本跡 ！
SK 2521
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土坑墓

番　 号　。
位　 置 長径方向 平面形

規　　　　　 模
i壁面

底 面 壁　 溝 覆土

i主な出土遺物
重　 複　 関　 係

（旧→新）

発　 掘

番　 号長径（m）×短径（m ） 深さ（cm ）

80 B 3 i5 N －22 0 …E 楕　 円　形 1．90　× 1．10 3 2
！外傾 平 坦 人為 】

SK25 22

8 1 B 3 j5 N －34 0仙－W 楕　 円　形 ［1．50］× 0．98 4 0 外傾 平坦 人為 SK25 23

8 2 B　3 i5 N －45 0 －E 楕　 円　形 ［1．45　×　0．92］ 30 不明 不 明 人為 本跡→第83号土坑墓 SK252 5

8 3 B 3 i5 N －15 0－W 楕　 円　形 ′1．62　×　0．93 57 外傾 平坦 人為 第82号土坑墓→本跡 SK252 6

84 B 3 j4 N －15 0 －E 楕　 円　形 ［1．45］× 1．26 33 外傾 平坦 人為 本跡→第85号土坑墓 SK 252 9

85 B 3 j4 N －15 0 －E 楕　 円 形 ［1．62］×　0．87 34 緩斜 平坦 人為 第84号・89号土坑墓→本跡 SK 2530

86 B 3 j4 N －85 J 一一E 楕　 円　 形 0．52　×　0．42 15 緩斜 平坦 不明 第87号 土坑墓→ 本跡 SK 253 1A

87 B 3 j4 N －20 0－E 楕　 円　 形 0．55　×　0．45 22 緩斜 平坦 人為 本跡→ 第86号土坑 墓 SK 253 1B

88 B 3 j4 N －65 0 －W 不整楕円形 ［1．15　×　0．45］ 20 緩斜 平坦 人為 第86号・90号士坑墓→本跡 SK 2532A

89 B 3 j4 不　　　 明 不　　 明 不　 明 不明 不明 不明 不明 本跡一十第85号土坑墓 SK 2532B

90 B 3 j4 N －10 0－E 楕　 円　形 1．25　×　0．65 4 3 外傾 平坦 人為 本跡→第88号土坑墓 SK 2533

9 1 B 3 j5 N －45 0－E 楕 円　形 1．07　×［0．58］ 15 外傾 平坦 不 明 第93号土坑墓→本跡 SK 2534

9 2 B 3 j5 N － 7 J － E 楕 円　形 1．82　× 1．17 4 2 直立 平坦 全周 人為 深鉢 ，石鉄 SK 2535

9 3 B 3 j5 N … 9 0 … E 楕　 円　形 1．50　×　0．90 2 5 不明 平坦 不 明 本跡→P453・第91号土坑墓 SK2 536

9 4 B 3 j4 N －60 －W 楕　 円　形 ［1．50 ×　0．65］ 32 外 傾 平坦 人為 SK2 537

9 5 C 3 a4 N －19 0 －E 楕　 円　形 2．35　× 1．10 45 外傾 平坦 金属 人為 第135号土坑墓→本跡→第3緒土坑墓 SK2 538

9 6 B 3 j5 N － 30 －W 楕　 円 形 ［1．20］×　0．91 32 不 明 平坦 － SK25 39

97 B 3 j5 N －35 0 …E 楕　 円　 形 ［1．05］×　0．82 40 外傾 平坦 － SK 2540

9 8 B 3 i6 N －5 0 …E 楕　 円　 形 1．35　×　0．72 35 外傾 平坦 人為 SK 254 1

99 B　3 i6 N －16 0 －W 楕　 円　 形 1．36　×［0．76］ 23 夕日頃 平坦 人為 SK 2542

100 B　3 i6 N －12 0 －W 楕　 円　 形 1．38　×　0．87 32 外傾 平坦 人為 第101号土坑墓→本跡
】

SK 2544
】

10 1 B 3 i6 N －30 0 －W 楕　 円　形 2．55　×［0．75］ 52 外傾 平坦 ［

l
！

［

i

i

i

全周 i

i

i

人為 i

i

i

i

！

i

i

i
i

i

i

i

i

i

Ii

i

i

［

i

l

i

l

i

i

I

i

本跡→ 第100号土塊墓

！

第104号土坑墓→本跡 ！

SK 2545

10 2 B 3 j7 N「…5 0 …E 楕　 円　形

】

［0．85］× 0．43 35 緩斜 平坦 不明 SK 2546

10 3 B 3 h 5 N －35 0…W 不整楕円形 ［1．85　× 1．72］ 36 緩斜 凹凸 人為 SK＿2547

10 4 B 3 h 5 N －65 0－W 楕　 円　形 ［1．32　× 0．68］ 28 外傾 平坦 人為 第105号土坑墓→本跡→第103号土坑墓 SK＿2548

10 5 B 3 h 5 N …75 0－W 楕　 円　形 圧 85　× 1．1日 25 緩斜 平坦 人為 第106号 土坑墓→本跡 SK 2550

10 6 B 3 h 5 不　　　 明 不　　 明 不　 明 25 緩斜 平坦 人為 本跡→第105号・107号土坑墓 SK 255 1

107 B 3 h 5
】
N －20 0－W

i
楕 円 形 】［2・12 × 相 当 50

［
緩斜 平坦 人為

I
第10 6号 土坑墓→ 本跡 SK 2552

10 8 B 3 j6 N －00 楕　 円　形 1．25　×［0．90］ 30 外 傾 平 坦 人為 本跡→第109号土 坑墓 SK 2555

109 B 3 j6 N － 12 0 －E 楕　 円　形 不　 明 30 外傾 平 坦 人為 第 108号 土坑墓→ 本跡

i

第112号土坑墓→ 本跡 i

SK 2 556

1 10 B 3 j6 N －2 J － E 楕　 円　形 仕 70 × 1．02］ 18 外傾 平坦 人為 SK2 557

11 1 C 3 a 4 N －14 0 －E 楕　 円　形 1．40　×　0．66 27 外傾 平坦 人為 SK2 558

112 C 3 a4 N －10 0 …E 楕　 円　 形 1．32　×［1．02］ 52 直立 平坦 人為 第113号土塊墓一十本跡 SK25 59

113 C 3 a4
l

N … 10 －E 楕　 円　 形

l
2．15　× 1．18

l
58 外傾 平坦 人為 釦4号土坑墓→本跡→第112号土坑墓 SK25 60

114 C 3 a4 N －67 0 －W 楕　 円　 形 2．05　×［1．15］ 20 外傾 平坦 人為 本跡→第113号土坑墓 SK25 61

115 C 3 b7 N －12 0－E 楕　 円　 形 ［1．05］×　0．73 25
‡

直立 平坦 不明 ′第116号土坑墓→本跡 SK256 8

116 C 3 a7 N －14 0…W 楕　 円　 形 白．84　× 0．90］ 40 夕日頃 平坦 人為 第117号土坑墓→本跡→第115号土坑墓 SK 256 9

1 17 C 3 a6 N －17 0－W 楕　 円　 形 不　 明 37 外傾 平坦 人為 本跡→ 第116号土坑墓 SK 2570

1 18 C 3 a5 N －ly －W 楕　 円　形 不　 明 25 外傾 平坦 不明 本跡→ 第227号土坑墓 i

i

楕 122号土坑墓ワ→本跡

SK 257 1

1 19 C 3 a5 N －46 0－W 楕　 円 形 ［1．07　×　0．68］ 不明 不明 不明 － SK 2572

12 0 C 3 a6 N －29 0 －E 楕　 円　形 ［1．22］× 0．67 10 緩斜 平坦 不明 SK 2573

12 1 B 3 j6 N －00 楕　 円　形 1．16　×　0．78 4 0

l

外傾 平坦 人為 SK 2574

122 B 3 j6 N －38 0－W 楕　 円　形 ［1．08］× 0．68 15 外傾 平坦 人為 第121号・123号土坑墓→本跡 SK 2575

123 B 3 j6 N － 14 0 －E 楕　 円 形 1．40　×　0．90 5 0 外傾 平 坦 人為 第122号土坑墓→本跡 SK 2576

124 C 3 a 7 N …15 0－W 楕　 円　形 1．15　×［0．75］ 50 外傾 平 坦 人為 本跡→第 125号土塊墓 SK 2578

125 C 3 a 7 N －690 －W 楕　 円　形 ［2．76］× 1．23 4 6 直立 平 坦 人為 第 124号 土坑墓→ 本跡 SK 2579
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土塊墓

番　 号

i位 置

長径方向 平面形
規　　　　　 模

壁面 底面

i 壁 溝

覆土　主な出土遺物
重　 複　 関　 係

（旧→新）
発　 掘

番　 号長径（m）×短径（扉 深さ（cm）

126
序 3 a6 N －120－W ！楕 円 形 i o・94 × 0・45 日 5

直立 凹凸 ！ 人為 SK 2580A

127
j c 3 a6 N －7 0…E 恒 円 形 巨 0・85］× 0・35 不明 不明 不明 － SK 2580B

128 C 3 a6 N －00 ！楕 円 形 巨 50 × 1・02
54 外傾 平坦 人為 SK 2581

129 C 3 a6 N …860…E 恒 当 形 巨 2・01 × 1・75］
25 不明 平坦 人為 本跡→第130号土坑墓 SK 2582

130 C 3 a5 N －4 0－W 恒 円 形 巨 2・02 × 0・7中　 37
直立 平坦 人為 第12時土坑墓本跡→第13猪土坑墓 SK2583

131 C 3 a5 N －180－W i楕 円 形 巨 50 × 0・76
47 不明 平坦 】

人為 第13時土坑墓→本跡→第132号土坑墓 SK2584

132 C 3 a6 N …3 0－W 庫 円 形 目 し38］× 0・68
34 外傾

［
平坦 人為 第131号土坑墓→本跡 SK 2585

133 C 3 a5 不　　　 明 不　　 明 不　 明 不明 不明 不明 － SK 2586

134 C 3 a6 N －300－W 楕　 円　形 ［1．55］×（0．75） 17 緩斜 平坦 人為 SK2587

135 iC 3 a3 N －220－E 楕　円 形 ［1．35　× 0．96］ 27 外傾 平坦 人為 本跡→第95号士坑墓 SK2589

136 B 3 j5 N …00 楕　円　形 0．80　×　0．62 25
［

直立 平坦 人為 SK2590

137 C 3 a7 N －170－W 楕　円　形 1．25　×　0．79 48 直立 平坦 人為 第138号土坑墓→本跡 SK 2591

138 C 3 a7 N －2 10－W 楕　円 形 2．68　× 1．05 28 外傾 平坦 人為 本跡→第137号土坑墓 SK 2592

1：39 B 3 j7 N －150…W 楕　 円　形 ［1．44］× 0．6 1 32 外傾 平坦 人為 SK2593

140 B 3 j7 N －280－W 楕　円　形 圧73　× 1．21］ 22 外傾 平坦 人為 本跡→第141号土坑差潮号土器埋設土坑 SK2597

14 1 B 3 j6 N －600－W 楕　円　形 1．76　× 1．10 32 外傾 平坦 人為 第1鵬土坑墓→繍→第緒土器埋設土坑 SK 2598

142 B 3 i6 N l 120－E 楕　円　形 0．97　×　0．58 25 外傾 平坦 人為 SK 2599

143 C 3 b6 N －210…W 楕　 円　形 1．39　×　0．62 30 外傾 平坦 人為 第144号土坑墓→本跡 SK 2600

144 C 3 b6 N －210－W 楕　円 形 ［1．48　× 0．95］ 20 外傾 平坦 人為 第145号土坑墓→本跡→第14緒上境墓 SK 2601

145 C 3 b6 N …5 0…W 楕　円　形 1．27　×　0．75 24 外傾 凹凸 人為 本跡→第144号土坑墓 SK2602

146 C 3 a6 N …150…W 楕　円 形 1．10　×　0．77 36 直立 平坦 人為 第134号土坑墓→本跡 SK2603

147 C 3 b7 N …9 0…E 楕　円　形 五58］× 0．75 30 外傾 平坦 人為 SK 2609

148 C 3 a8 N …770…W 楕　 円　形 五45］× 1．27　　　 45 外傾 平坦 人為 第14蛸土坑墓→本跡→第187揖坑墓 SK 2613

149 C 3 a8 N －220－W 楕　 円 形 ［0・80 × 0・7中　 45 外傾 平坦 人為 本跡→第148号土坑墓 SK 2614

150
C 3 b8 ！N －7 0 －E 楕　円 形 ［1・17］× 0・57 日 7 外傾 平坦 － SK2615

15 1 B 3 h5 ！N －320…W 楕　円　形 不　 明　　　　 24 緩斜 平坦 － SK2617
152 iB 3項 N －170…W 楕　円 形 ［1．05］× 0．52　　　 22 外傾 凹凸 人為 SK2618

153
C 3 a6！N －210－W 不整楕円形 0・95 × 0・6中　 30 i外傾 平坦 人為 i

SK 2622

154
B 3中 N －270…－W 楕　 円 形 ［1・05 × 0・7中　 2日 外傾 平坦 人為　　　 」 ＿ 二 「 「

SK 2623
155 ！

15日

C 3 可

C 3 b8 i

N －酢 サ

N －9 0－可

楕　円 形 2．19　× 1．26　　　 41 緩斜 平坦 i 人為 SK 2628

楕　円 形 1．11 ×　0．67　　　 4 1 外傾 平坦 人為 SK2629

157
C 3 b8 iN －2 10－W 楕　円 形 1．16　×　0．72　　　 二35 外傾 平坦 i 人為 SK2630

158 ！C 3 d9 iN …330－E 楕　円 形 l・28 × i・可 1中 外傾 i平叫 V ！人為　　　　　　 本跡→第159号土坑墓 SK2632
15中 C 3 C9 iN －100－E 楕　 円 形 1・73 × 聖 「 中 外軒 平叫 i人為　　 i第158号土坑墓→本跡

SK2633
16中

161 ！

162 i

C 3 C8 i

B 3 i6 i

B 3 j7 iN

N －450－W i

N －10 －可

－250サ

楕 円 形 ！

楕 円 形 i

1・47 × 1・28 13　 い

仕4 1 × 0．84］　 37

緩斜

外傾　 －

平坦 i

平坦 i

！人為

人為　　　　　　 本跡→第162号土坑墓

SK 2634

SK 2635

楕　円 形 白．38　× 0．76］　 35　　 轟豪斜 平坦 人為　　　　　　 釦1号班墓→糊→第163揖坑墓 SK 2636
16日 B 3 j7 iN －370サ 楕 円 形 ！［0・83 × 0・62］巨 日 夕叫 i平坦 i i不明　　 ！第162狛 64号土坑墓→叫

SK2637
164 ！B 3 j7 iN －210－W i楕 円 形 i 1・15 × 0・62 「 ∬　 い叫 、平坦 i i人為　　 i第165号土掛 掛 第1鵬 坑墓

SK2638
165 i B 3項 N －300－W i楕 円 形 ！［0．97　× 0．57］　 29　　 タ日頃 、平坦 i ！人為　　 ！第鵬 土坑墓→本跡→第鵬 土坑墓

SK 2639
1可 B 3項 N －310－W ！楕 円 形 i 不　 明　　　　 25 直立 、平坦 ！ 人為　　 i本跡一一瑠 165号土坑墓

SK 2640
167 iB 3 j7 iN づ 「 可 楕 円 形 ！ 不 明 i 47 i夕

日頃 、平坦 i i人為　　 ！本跡→第1郁号土坑墓
SK 2641

168 ！B 3 j中 －350…W i楕 円 形 ！［1・65 × 0・6中　 48 ！夕順 iT平坦 ！ ！人為　　 ！第167号土坑墓→本跡
SK 2642

i
16畑

C 3 a7 iN －400－W i楕 円 形 i ［1．52 × 0．75］　 40　　 夕t傾 、平坦 i 巨し為　　　　　　 本跡→第170号土坑墓 SK2643
170 i C 3 a中 ムー…－270－W i楕 円 形 ！［1．00］×　0．53　　　 34　　 窮緩斜 J－平坦 i i人為　　　　　　 第169号土坑墓→本跡 SK2644
171 iC 3 a中 …210…W iオ畜 円 形 i ［1．03］× 0．54　　 17　　 窮豪斜 、平坦 i iイく明 SK2645
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土坑墓

番　 号
位　 置 長径方向 平面形

規　　　　　 模
壁面 底面 壁　 溝 覆土 主な出土遺物

重　 複　 関　 係

（旧→新）

発　 掘

番　 号
長径（m ）×短径（m ） 深さ（cm ）

17 2 C 3 a7 N －210－W 楕　 円 形 0．75　×［0．63］ 不 明 不 明 不明 － SK264 6

17 3 B 3 j7 N －00 楕　 円 形 ［1．56　× 0．90］ 44 外傾 平坦 － SK2647

17 4 C 3 a7 N －13 0－E 楕　 円 形 ［1．50］×　0．68 不 明 不 明 不明 － SK264 8

17 5 C 3 d8 N －87 0－W 楕　 円 形 2．06　× 1．18 4 6 外傾 平坦 人為 本跡→第176号土坑墓 SK2649

17 6 C 3 d8 N －210－W 楕　 円　形 2．00　× 1．68 4 0 緩斜 平坦 人為 第175号・177号土坑墓→本跡 SK2650

17 7 C 3 C8 N －69 0－E 楕　 円 形 ［1．37］× 1．03 19 外傾 平坦 人為 本跡→ 第176号土坑墓 SK265 1

17 8 C 3 d8 N －33 0－W 楕　 円　形 1．90　× 1．18 20 外傾 平坦 人為 第176号土坑墓→本跡 SK2652

17 9 C 3 d9 N －20 0－E 楕　 円　形 0．86　×　0．50 6 4 外傾 平坦 人為 第1欄号土坑墓→本跡→第4号土器般土坑 SK2653

18 0 B 3 j6 N －83 0－W 楕　 円 形 1．95　×［1．20］ 不明 不明 不明 － SK2655

18 1 C 3 C8 N －180 －E 楕　 円 形 ［0．75　×　0．61］ 30 外傾 凹凸 － SK2659

18 2 C 3 C7 N －80 0 …E 楕　 円　形 2．01 × 1．12 4 0 外傾 平坦 人為 SK 2660

18 3 B 3 j6 N －00 楕　 円　形 ［1．90］× 1．10 3 3 直立 平坦 － SK 266 1

18 4 B 3 j6 N －50 －W 楕　 円 形 1．59　×［1．46］ 21 外傾 平坦 － SK 2662

18 5 C 3 b 8 N －80 －W 楕　 円　形 0．79　×　0．62 不明 不明 不明 － SK 2663

18 6 B 3 j5 N －40 －W 楕　 円　形 0．75　×　0．50 4 2 外傾 平坦 不明 SK 2664

18 7 C 3 a7 N －32 0－W 楕　 円 形 圧 45　× 0．82］ 不明 不明 不明 － SK 2665

18 8 C 3 a7 N －80 －W 楕　 円 形 0．97　×　0．46 不明 不明 不明 － SK 2666

18 9 C 3 a8 N － 7 0 － E 楕　 円　形 ［1．42　× 0．72］ 不明 不明 不明 － SK 2667

19 0 C 3 b 4 N －y －W 楕　 円　形 1．91 ×　0．94 2 7 直立 平坦 人為 SK 142 9→本 跡 SK 2668

19 1 C 3 d 9 N －54 0－W 楕　 円　形 1．34　×［0．90］ 不明 不明 不明 － SK 2670

19 2 B 3 j5 N －00 楕　 円　形 ［1．50 × 0．68］ 24 外傾 平坦 人為 本跡→ 第193号土坑墓 SK 267 1

19 3 B 3 j5 N …30 －W 楕　 円　形 ［1．78］×　0．95 3 8 直立 平坦 仝周

i

l
i

人為

浅鉢

第192号土坑墓→本跡

本跡→ 第196号土坑墓

SK 2672

194 C 3 a5 N －34 0 －E 楕　 円 形 1．13　×［0．60］ 22 緩斜 皿状 人為 SK 2673

19 5 C 3 a5 N －21 0－W 楕　 円 形 1．45　×　0．76 5 3 外傾 平坦 人為 SK 2674

19 6 C 3 a5 N －17 0－W 楕　 円 形 1．50　×　0．95 3 5 外傾 平坦 人為 第195号土坑墓→本跡 SK 2675

197 C 3 a3 N － 16 0 －E 楕　 円 形 1．64　× ［0．76］ 30 直立 平坦 人為 本跡→ 第198号土坑墓 SK 2676

19 8 C 3 a4 N － 12 0 －E 楕　 円　形 1．03　× ［0．65］ 40 外傾 平坦 人為 第197号土坑墓→本跡

本跡→第204号土坑墓

SK 2677

199 C 3 C 9 N －30 －W 楕　 円　形 0．80　×　0．50 不明 不明 不 明 － SK 2678

2 00 C 3 a 8 N －2 10 －E 楕　 円　 形 1．54　×　0．44 不明 不明 不 明 － SK 2679

2 0 1 C 3 a 4 N －76 0－W 楕　 円　 形 ［0．95　× 0．82］ 18 緩斜 平 坦 人為 SK 2680

2 02 C 3 a 7 N －230 －W 楕　 円　 形 1．15　×　0．61 40 外傾 平 坦 － SK 2685

2 03 C 3 b 5 N －450 －W 楕　 円 形 ［1．34 × 0．77］ 21 緩斜 凹凸 人為 SK 2688

2 04 C 3 b 5 N －00 楕　 円 形 1．93　× 1．09 47 外傾 平坦 人為 第203号・第205号士坑墓→本跡

本跡→P46 9

SK 2689

2 05 C 3 b4 N －10 0 …W 楕　 円　 形 ［2．39　×　2．03］ 13 緩斜 平坦 人為 SK 2690

2 06 C 3 a7 N －47 0 －W 楕　 円 形 不　 明 38 外傾 平坦 SK 269 1

2 07 C 3 a7 N －14 0 －W 楕　 円　形 ［1．34 × 0．85］ 38 外傾 平坦 SK 2692

20 8 B 3 j6 N －4 0 －W 楕　 円 形 ［0．74 × 0．42］ 23 緩斜 平坦 － SK 2693

20 9 C 3 d5 N －3 0 －E 楕　 円　形 0．98　×　0．82 69 外傾 平坦 人為 SK 2699

2 10 C 3 d5 N －55 0－W 楕　 円 形 2．36　× 1．07 32 緩斜 平坦 人為 SK 2700

2 1 1 C 3 b5 N －52 0－W 楕　 円　形 1．38　×　0．68 不 明 不 明 不 明 － SK 2703

2 12 C 3 b 7 N －12 0－E 楕　 円 形 0．85　×［0．75］ 32 外傾 平坦 － SK 2704

2 13 C 3 C7 N － 5 0 － E 楕　 円　形 ［1．35］×　0．66 4 5 外傾 平坦 － SK 2705

2 14 C 3 b 8 N － 5 0 － E 楕　 円　形 不　 明 35 外傾 平坦 － SK 2706

2 15 C 3 b 4 N －20 0－E 楕　 円　形 1．60　×　0．88 16 外傾 平坦 － SK 2707

2 16 C 3 a7 N －2 10－W 楕　 円　形 ［1．50　×　0．80］ 不 明 不明 不明 － SK2 708

2 17 C 3 a4 N －90 －W 楕　 円　形 1．30　×　0．81 32 外傾 平坦 人為 SK2 718
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士坑墓

番　 号
位　 置 長径 方向 平面形

規　　　　　 模
底 面 覆土 主な出土遺物

重　 複　 関　 係

（旧→新）

発　 掘

番　 号長径（m ）×短径（m） 深さ（cm ）

】

壁面 壁　 溝

2 18 C 3 a 6 N －390 －W 楕 円 形 ［1．35］× 1．07 27 外傾 平坦 － SK27 19

2 19 C 3 a6 N －39 0－W 楕 円 形 ［1．50］× 0．99 2 1 外傾 平坦
－ SK272 0

22 0 C 3 C7 N －80 0－W 不整楕円形 2．02 ×［1．52］ 50 外傾 平坦 人為 SK2722

22 1 C 3 a4 N －80 0－W 楕 円 形 ［1．50 × 0．75］ 24 緩斜 平坦 － SK 2724

2 22 C 3 b 6 N －100 －W 楕 円 形 1．42　×　0．86 26 緩斜 平坦 人為 SK 2725

2 23 C 3 b6 N －15 0 －W 楕 円 形 1．40　×　0．76 4 6 外傾 平坦 人為 SK27 26

2 24 C 3 C7 N －84 0－W 楕 円 形 1．79 ×［0．94］ 22 緩斜 平坦 人為 本跡→P47 6 S K 2727

22 5 C 3 a5 N － 7 0 － E 楕 円 形 1．53　×　0．67 3 3 外傾 皿状 人為 SK 2732

22 6 C 3 e 5 N …87 0－W 楕 円 形 2．10　×　0．75 18 緩斜 平 坦 － SK 2733

2 27 C 3 a5 N －22 0 －E 楕　 円 形 不　 明 不 明 不 明 不 明 － SK 2741

2 28 C 3 d（）N －84 0－W 楕 円 形 1．70　×　0．92 2 5 緩斜 平坦 人為 深鉢 SK274 2

22 9 C 3 d 5 N －55 0－W 楕 円 形 2．35　×鉦 26］ 23 外傾 平坦 人為 浅鉢 本跡→第5号土器埋設土坑 SK2743

23 0 C 3 d 6 N …53 0－W 楕 円 形 ［2．06 × 1．25］ 33 不明 平坦 人為 本跡→第229号 土坑墓 SK2744

2 3 1 C 3 C 6 N －53 0－W 楕 円 形 1．77　×　0．鋸 38 外 傾 平坦 人為 SK 2745

2 32 C 3 b7 N …8 0 …E 楕 円 形 白．47］×　0朋 43 外傾 平坦 人為 SK 2746

23 3 C 3 e7 N －8 0 － E 楕 円 形 ［1．57 × 0．90］ 43 外傾 平坦 人為 第235号土坑墓→本跡 SK27 56

23 4 C 3 b 6 N －3 10－W 楕 円 形 2．17　×白．24］ 43 外傾 平坦 人為 SK2774

235 C 3 e 7 N －57 0－W 楕 円 形 白・22 × 0・7中　 48 不明 平坦 人為 本跡→第233号 土坑墓 SK2796

2 36 C 3 d7 N …550 －W 楕 円 形 1・58 ×［0・8中 不 明
不明 不 明 － SK 2824

2二37 C 3 b7 N －45 0－W 楕 円 形 1．48　×［1．21］ 不 明 不 明 不 明 － SK 2875
へへ∩ ！
∠JB

ハ〔，′J
L　J D／

、，　→へ。　 ＿1
1ヽ ‾／∠　‾巳

楕 円 形 ！ ＿＿．．戸　　HH　　　 i　　　　　 l
4、 明　 ！ 不明

－ 一一】
4、明

m．””J一一＿［
4、明

I l l
SK 2 876′“ヽ′ヽ11∠JB I　′‾ヽ　rlll．－1L　J D／I、▼　　　．－＿、0　　　，【1ヽ －／∠　－巳t楕 円 形 ［　　　　　　　一一・・一・一　　　ト1rl4 　ヽ明 1 4 明ヽ l＿＿＿－－．→4、明 i不明 I ‡ I I l
SK 2 876

23 9 C 3 b 6 Ⅸ仁一24 0 －E 楕　 円 形 ［1．85］×　L02 不明 不明 不明 － SK2877

2 40 C 3 C 6 N －64 0 －E 楕　 円 形 圧 7う ．× 1．0日 不 明 不明 不 明
－ SK 2878

24 1 B 3 j6 N …30 0 －E 楕　 円 形 ［1．50］× 0．63 不 明 不 明 不 明
－ －

242 B 3 g4 不　　　 明 不　　 明 不　 明 不明 不 明 不 明 － －

5　土器埋設土坑

調査2区においてタ屋外に単独で埋設された土器について，屋内の埋設土器と区分し，土器埋設土坑として

5基を調査した。以下，それらの土器埋設土坑について記載する。

第瑠考患器増設蓋琉（第502図）

位置　調査2区の北部，C3b2区。土坑墓群と住居跡群に狭まれた区域に位置する。

重複関係　第959号土坑及び第372号ピットを掘り込んでいる。

掘を臓の規模と形状　平面形は径0。24mの円形を皇し，確認面からの深さは38cmである。

哩蓋　やや締まりのある単一層である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出立状況　8123は加曽利B式土器の粗製深鉢で，掘り方の中央部に逆位に埋設された状況で出土している。

新風　時期は，出土土器から後期中葉（加曽利B式期）と考えられる。
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第502図　第1号土器埋設土坑・出土遺物実測図

第1号土器埋設土坑出土遺物観察表（第502図）

0　　　　　　　5cm

l　：」

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置l備　考

8123

縄文土器探　鉢22．1 27，7 7．0ロ緑部から胴部上半はLRの

単節縄文を横方向に施文。

長石・石英

・雲母

普通黒褐

橙

掘り方内底部網

代痕

PL57

第2号土器埋設土坑（第503図）

位置　調査2区の北部，C3d2区。土坑墓群と住居跡群に狭まれた区域に位置する。

重複関係　第1291・1292号土坑を掘り込んでいる。

掘り方の規模と形状　平面形は長径47cm，短径38cmの楕円形を呈し，確認面からの深さは20cmである。

埴土　5層に分層される。ローム粒子を含み，やや締まりがある。第1～3層は土器内に堆積もしくは充填さ

れたもの，第4・5層は掘り方の埋土と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒了少量，炭化粒了・微量
3　暗褐色　ローム粒子中量

4　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　口緑部及び底部を欠く8068の探鉢が，掘り方の北西寄りに正位に埋設された状況で出土してい

る。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。
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第別3区】第2号土器埋設土坑・出土遺物実測図

第2号土器埋設土坑出土遺物観察表（第帥3図）

l一㌦∴
0

ヒ二コ二二当cm

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

8068

縄文土器 深　 鉢 － （27．1）
－ 沈線 による懸垂文間 を磨 り消

す。 L R L の複節縄文 を縦方

向に施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 にぷい褐 掘 り方内 外 面煤

付 着

第3号土器埋設土坑（第504図）

位置　調査2区の北部，B3j6区。土坑墓群域に位置する。

重複関係　第140・141号土坑墓を掘り込んでいる。

掘り方の規模と形状　平面形は長径66cm，短径56cmの楕円形を呈し，確認面からの深さは33cmである。

哩土　4層に分層される。ロームブロック・粒子を含み，やや締まりがある。第1層は土器内に堆積もしくは

充填されたもの，第2～4層は掘り方の埋土と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック少量
4　極暗褐色　ローム粒子少量

1m

』　　d
第504図　第3号土器埋設土坑・出土遣物実測図
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遺物出土状況　胴部下半を欠く8069の深鉢が，掘り方のほぼ中央部に逆位に埋設された状況で出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第3号土器埋設土坑出土遺物観察表（第504図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位 置 備　 考

8 06 9

縄文土器 探　 鉢 27．8 （17．3） － ロ緑部は沈線が沿う隆帯文。胴部

は沈線による逆U 字状の懸垂文間

を磨り消す。 L R の単節縄文。

長石 ・石英

・雲母

普通 黒褐 掘 り方内 P L 5 7

第4号土器埋設土坑（第505図）

位置　調査2区の北部，C3d9区。土坑墓群と住居跡群に狭まれた区域に位置する。

重複関係　第179号土坑墓を掘り込んでいる。

掘り方の規模と形状　径56cmほどの円形を呈し，確認面からの深さは16cmほどである。

埴土　2層に分層される。ロームブロック・粒子を含み，やや締まりがある。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック微量 2　暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　口緑部及び底部を欠く8070の深鉢が，掘り方の北寄りに正位に埋設された状況で出土してい

る。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

ヾ’

A．　　　　　　　　　B

ヽ＿／′

1m

」　　　　L＿　　　！

第駒5回　第4号土器埋設土坑・出土遺物実測図

第4号土器埋設土坑出土遺物観察表（第帥5図）

番　 号 種　 別 券　 種 口 径 （cm ） 器 高 （cm ） 底 径 （cm ） 文様 の 特 徴 胎　 土 焼 成 色　 調 出土 位 置 備　 考

807 0

縄 文 土 器 深　 鉢 －
（18．4） 9．0 2 条 一 組 の 沈 線 に よ る懸 垂 文

間 を磨 り消 す 。 R L R の複 節

縄 文 を縦 方 向 に施 文 。

長 石 ・石 英

・雲 母

普 通 にぷ い 橙 掘 り方 内
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第5号土器埋設土坑（第506図）

位置　調査2区の北部，C3C5区。土坑墓群と住居跡群に狭まれた区域に位置する。

重複関係　第229号土坑墓を掘り込んでいる。

掘り方の規模と形状　長軸73cm，短軸59cmの楕円形を呈し，確認面からの深さは28cmほどである。底面から

粘土塊が検出されたが，性格は不明である。

遺物出土状況　胴部下半を欠く8125の探鉢が，掘り方のほぼ中央部に逆位に埋設された状況で出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第506図　第5号土器埋設土坑・出土遺物実測図

第5号土器埋設土坑出土遣物観察表（第506図）

10cm

』＝｛」

番　号種　別器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm）文様の特徴 胎　土焼成色　調出土位置備　考

8125

縄文土器深　鉢31．3（20．7）－口緑部は沈線が沿う隆菅文。胴

部は3条一組の沈線により文様

を描出。RLの単節縄文を施文。

長石・石英

・赤色粒子

普通にぷい橙掘り方内PL57

表6　土器埋設土坑一覧表

土器埋 設

土坑 番号
位　 置 平　 面　 形

掘 り方の規模 （cm ） ！ 出 土 遣 物

埋設状態
重　 複　 関　 係

（‾占→新）

発　 掘

番　 号長径 ×短径 深　 さ

1 C 3 b2 円　　　 形 24 3 8 深鉢 （完形 ） 逆　 位 SK 9 59 ・P37 2 → 本跡 1

2 C 3 d 2 楕　 円　 形 47×38 20 深鉢 （ロ緑部 及び底部 欠損 ） 正　 位 SK 129 1 ・129 2 → 本跡 2

3 B 3 j6 楕　 円　 形 66×56 33 探鉢 （胴部下半欠損） 逆　 位 士坑墓 140 ・141 → 本跡 3

4 C 3 d 9 円　　　 形 56 16 探鉢 （口緑部及び底部欠損） 正　 位 土坑墓 179 → 本跡 4

5 C 3 C5 楕　 円　 形 73 ×59 2 8 探鉢 （胴部下半欠損） 逆　 位 土坑墓229 → 本跡 5
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6　ピット群

今回の調査で，ピット群1か所を確認した。以下，その特徴について記述する。

第1号ピット群（第507・508図）

位置　調査2区の北部，C3al区～C3e4区。土坑墓群と住居跡群に挟まれた区域に位置する。

重複関係　第52号掘立柱建物のP4にピット群のP119が掘り込まれている。第53号掘立柱建物のPlにピット

群のP63が，P3にピット群のPlOが掘り込まれている。第55号掘立柱建物のPlにピット群のP81が掘り込ま

れている。

規模と形状　南北約20m，東西約16mの範囲から，136基のピットを確認した。ピットの平面形は径16～98cm

の円形あるいは楕円形で，深さは6～106cmである。

遺物出土状況　縄文土器片116点，礫4点が覆土から出土している。縄文時代中期中葉から後葉にかけての特

徴を有するものが多い。TP5501は探鉢片でP4から出土している。

所見　本群は，掘立柱建物跡や方形柱穴列を構成せず，また住居跡の主柱穴とも異なるもので，関連性の不明

のものを平面的な広がりとしてピット群と呼んだものである。本群は，土坑墓群の外周域，住居群と土坑墓群

に挟まれた区域に存在していることから，土坑墓群に関連するピットの可能性が考えられる。また，放射状に

配列された土坑墓群を有する環状集落では，土坑墓群の外周城に方形柱穴列や掘立柱建物跡が検出される例も

あるため，その可能性も考えられる。出土遺物が少なく，時期は不明であるが，TP5501などの出土土器から

判断して縄文時代中期と考えられる。

第1号ピット群P4出土遣物観察表（第507図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径（cm ）器高（cm ）底径（cm ） 文様の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

T P5501

縄文土器 深　 鉢 － （16．6） －
沈線が沿う隆帯で文様 を描

出。地文は L R の単節縄文

で，横方向，斜方向に施文。

長石 ・石英 普通 にぷい橙 覆　　 土
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表7　第1号ピット群一覧表

番 号 長 径 （m ） 短 径 （m ） 深 さ （cm ） 番 号 長 径 （m ） 短径 （m ） 深 さ （cm ） 番 号 長 径 （m ） 短 径 （m ） 深 さ （c m ）

1 0 ．7 2 6 3 47 0 ．3 6 0 ．30 82 93 0．38 2 9

2 0．44 0 ．38 7 8 48 0 ．4 6 88 94 0．54 0 ．4 6 6 4

3 0．62 0 ．52 70 49 0．26 0 ．2 2 39 9 5 0 ．36 7 7

4 0．52 0 ．4 8 46 50 0 ．2 8 18 9 6 0 ．32 19

5 － － 5 1 0．46 0 ．4 3 83 9 7 0 ．50 2 8

6 0 ．82 0 ．7 2 64 52 0 ．3 6 38 9 8 ［0 ．72 ］ 0．47 2 5

7 0 ．50 0 ．38 32 53 0 ．58 0 ．3 6 7 0 9 9 0 ．40 0．24 2 0

8 0 ．48 0 ．4 2 39 54 0 ．36 0 ．3 1 84 10 0 0 ．36 0．32 4 7

9 0．3 6 45 55 ［0．3 8］ 2 4 10 1 0 ．22 2 0

10 0 ．53 0 ．4 7 10 1 56 0．4 2 32 10 2 0 ．28 2 0

1 1 0 ．58 0 ．4 8 4 4 57 0．16 2 1 10 3 0 ．30 6 4

12 0 ．48 ［0 ．3 8 ］ 24 5 8 0．20 2 0 104 0 ．36 3 9

13 0 ．42 0 ．3 4 33 5 9 0．26 2 1 105 0 ．28 14

14 0．30 20 6 0 0．24 2 3 106 ［0 ．55 ］ 0 ．50 3 7

15 0．30 16 6 1 0．36 19 107 0 ．2 8 2 0

16 0 ．62 0 ．5 2 8 1 6 2 0．34 4 9 10 8 0 ．4 8 0 ．43 3 7

17 0．52 6 0 6 3 0 ．4 8 ［0 ．4 2］ 19 109 0 ．5 6 0 ．49 3 0

18 0 ．4 4 ［0 ．3 0 ］ 2 1 6 4 0 ．22 3 1 110 0 ．34 34

19 0．26 2 2 6 5 0 ．34 0 ．24 3 8 11 1 0 ．32 3 1

20 0 ．52 19 6 6 0 ．4 2 0 ．30 30 112 0 ．30 4 5

2 1 0 ．4 4 0 ．3 6 3 6 6 7 0 ．4 4 0 ．40 2 5 113 0 ．9 8 0 ．56 8 3

22 0 ．36 4 8 6 8 0 ．38 2 1 114 0 ．5 0 0 ．36 3 3

2 3 0 ．34 3 4 6 9 0 ．26 37 115 0 ．3 5 4 2

2 4 0 ．38 3 0 7 0 0 ．34 3 3 116 0 ．4 0 0 ．36 2 3

2 5 0 ．32 15 7 1 0 ．5 7 0．47 102 117 0 ．3 1 0 ．26 2 7

2 6 0 ．30 2 7 7 2 0 ．3 7 0．32 50 118 0 ．3 8 0 ．36 4 3

2 7 0 ．28 16 7 二l ［0 ．5 2 ］ 0．40 24 119 ［0 ．5 2 ］ 0 ．38 3 3

2 8 0 ．3 1 0 ．2 6 3 5 74 0 ．34 36 120 0 ．3 6 0 ．2 8 3 6

2 9 0 ．2 4 2 2 7 5 0 ．3 6 0．28 46 12 1 0 ．34 16

3 0 0 ．4 2 0．3 8 2 7 7 6 0 ．2 4 0 ．20 3 1 122 0 ．3 2 34

3 1 0 ．4 4 0．3 8 13 77 0 ．4 8 ［0 ．34 ］ 40 123 0 ．2 8 0 ．2 3 3 3

3 2 0 ．2 8 4 2 7 8 0 ・4 0　　　 I 17 12 4 0 ．3 6 0 ．2 4 29

3 3 0 ．3 8 3 9 79 0 ．4 2 6 12 5 0 ．2 6 2 3

34 0 ．6 8　　　　　 0．54 4 8 80 0 ．4 2 24 12 6 0 ．3 1 3 8

3 5 0 ．44　　　　　 0 ．38 52 8 1
［0 ・4 8］ 】 0 ・32

38 12 7 0 ．2 8 19

3 6 ［0 ．3 2］　　　 0 ．22 56 82 0 ．3 2 25 12 8 0 ．3 6 30

37 0 ．3 2 7 3 83 0．4 2　　　　　 0 ．34 34 12 9 0 ．26 3 1

3 8
0・42 】 0 ・32

37 84 0．4 8　　　　　　 0 ．34 30 13 0 0 ．22 40

39
0 ・4日　 0 ・38

23 85 0 ．5 4 92 13 1 ［0 ．3 8］　　　 0 ．2 6 24

40 0 ．3 2 90 86 0 ．3 6 53 13 2 ［0 ．2 8］　　　 0 ．2 4 12

4 1 0 ．3 5 33 87 0．26　　　　　 0 ．14 46 13 3 0．42 18

42 0 ．30 19 88 0．5 8　　　　　 0 ．5 0 30 13 4
0・25 l ［0 ・2 0 ］

26

43 0 ．4 4　　　　　 0 ．3 6 58 89 0 ．34 24 13 5 0．50 10 6

44 0 ．3 1　　　　　 0 ．2 2 44 9 0
0 ・64 l o ・5 0

34 13 6
0・66 】 0 ・5 8

85

4 5 0．2 8 17 9 1 0 ．44 4 1

4 6
0 ・4 0 1 0 ・3 6

39 9 2 0 ．30 30
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7　ピット

この項で取り扱うピットとは，土坑にするには小さい径0．7m以下のもの，径に対して深さの探いもの，と

定義した。用途としては，土坑（貯蔵穴），柱穴等が考えられるが，ここでは機能がはっきりしなかったため性

格不明とした。2区の調査では，356基のピットを確認した。ピットは，遺物の出土状況が良好なものについ

て解説を加え，それ以外のものは一覧表で記載した。

第413号ピット（第509図）

位置　調査2区の北部，C2jO区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1270号土坑，第414号ピットを掘り込んでいる。

規模と形状　平面形は長径0．封m，短径0．50m程度のほぼ円形である。底面は皿状で，確認面からの深さは

34cmである。断面形はU字状である。



尊堂　確認できたのはま層のみである。土層観察用ベルトの設定位置が中心からほずれたため　第は闇号土坑

と重複している本跡の上層は確認できなかった。単一層なので一気に埋め戻された人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微墨

遺物出藍状況　縄文土器片3点が覆土から出土している。5粥は深鉢で　覆土中層から出土している。

新風　時期は芳　覆土中層から出土している55飢などから中期複葉（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第姐3号ピット出土遺物観察表（第509回）

番 号 i ム‾遠 別 極 種
口径 k m ） 器離 cm　 底 径 k m　　　　　 文様の特徴 胎　 土 焼成 色 調　 出土位置 ！備 考

縄文土器　 探　 鉢 ［30．0］ （18。7） ［　　　 微隆帯により区画文を措 出し， 長石 ・有英 普通 橙　 覆土中層 i

5 50漫 隆帯間 を磨 り消す。区画内 に

圭i
i　　　　　　　　 ほ R L の単節縄文 を充填。

第謬鍼号ぽッ睦（第51065m図）

位置　調査2区の北部，り3㍍区。住居跡群域に位置する。

重複関係　第1862号士坑を掘り込んでいる。第703号ピットと重複しているが，新旧関係は不明である。

親機髪形撰　平面形は長径。亜m　短径。姐m程度のほぼ円形と推定される。底面は皿状で，確認面からの深

さは95cnlである。断面形はU宇状である。

澤羞　3層に分層される。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量
2　暗褐色　ロームブロック中量

3　黒褐色　ローム粒子微量

遺物出藍状況　縄文土器片16点が，主に覆土中層から出土している。5502・5503の深鉢はタ　覆土中層から出土

している。

新風　時期は，覆土中層から出土している5502e5503などから中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第馴　図　第704号ピット実測図
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第511図　第704号ピット出土遺物実測図

第704号ピット出土遺物観察表（第511図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト11－1ll‥　一一1

番　号 種　別 器　種口径（cm）器高（cm）底径（cm） 文様の特徴 胎　土 焼成 色　調 出土位置 備　考

5502

縄文土器深　鉢 ［14．9］ （31．8） ［8．1］ S字状文で加飾した把手。口

綾部には4，5本の隆帯が巡

る。地文はLRの単節縄文。

長石・石英

・パミス

普通橙 覆土中層 PL57

5503

縄文土器探　鉢 － （16．6） 8．0 胴部は隆帯による逆U字状

文。地文は櫛歯状工具による

波状条線文。

長石・石英 普通橙 覆土中層底部網

代痕

表8　ピット一覧表

番　 号 位　 置 長径 （m ） 短 径 （m ） 深 さ （cm ） 発 掘 番 号 番　 号 位　 置 長 径 （m ） 短 径 （m ） 深 さ （cm ） 発 掘 番 号

35 0 B 3 g 3 0 ．4 6 0 ．30 48 3 65 C 2 a S 0 ．56 0 ．4 0 3 3

35 1 B 3 h2 0 ．6 5 0 ．42 － 36 6 B 2 j8 0 ．5 4 0 ．5 1 2 9

35 2 B 3 h2 ［0．39 ］ ［0 ．28 ］ 19 36 7 C 2 C6 0 ．3 7
－

35 3 B 3 h l 0．35 0 ．29 4 3 36 8 C 2 i6 0 ．57 0 ．5 2 8 7 P l

3 54 B 3 i2 0 ．69 0 ．4 5 10 7 37 1 C 2 d9 ［0．45 ］ 0．32 47 P 4

3 55 B 2 iO 0 ．62 ［0 ．5 6］ 3 5 3 72 C 3 b2 0 ．4 8 68 P 5

3 56 C 2 aO ［0 ．6 0 ］ 0 ．55 55 3 74 C 2 d 6 0 ．63 0，54 － P 7

35 7 C 2 aO ［0 ．4 5 ］ 42 3 75 C 2 C 6 0 ．4 4 12 7 P 8

35 8 C 2 a9 0 ．4 3 0 ．40 78 37 6 C 2 e 6 0 ．7 3 0 ．6 3 10 6 P 9

35 9 C 2 a8 0．63 0 ．4 2 12 8 37 7 C 2 e6 0 ．4 3 109 P lO

3 60 C 2 a9 0 ．5 2 87 37 8 C 2 e6 0．5 2 0 ．4 1 9 9 P ll

3 6 1 C 2 b 7 0 ．37 0 ．3 2 － 3 79 B 2 j9 0 ．3 3 79

3 62 C 2 C 7 0 ．4 2 0 ．32 － 3 8 1 C 2 d 6 0 ．45 －

36 3 C 2 b 7 0 ．6 3 0．52
－ 3 82 C 2 b 9 0 ．38 95

364 B 3 il 0．4 8 0 ．36 30 3 83 C 2 C 9 0 ．5 2 0 ．4 2 10

－555－



番　 号 位　 置 長径 （m ） 短径 （m ） 深 さ （cm ） 発掘番号
糎 号

位　 置 長径 （m ） 短径 （m ） 深 さ （cm ） 発掘番号

384 C 2 e7 0．48 0．33 7 0 44 0 C 3 jl 0．68 0．50 6 0
l p 57

38 5 C 2 e7 0．42 3 5 44 1 C 3 jl 0．53 127
i p 5 8

38 6 C 2 e9 0．43 0．32 5 0 4 4 2 C 2 h9 0．48 ［0．36］ 103
i

387 C 2 r 7 0．73 ［0．65］ 85 P 12 4 4 3 D 3 a l 0．31 43

3 8 8
C 2 可　 0・47

0．37 108 P H 4 44 C 3 鉛 ［0．72］ 0．61 4 1

3 89 C 2 r7 ［04 8］ 0．41 95 P 14 44 5 D 3 a2 0．31 2 8 P 5 9

3 90 C 2 打 0．53 0．34 13 4 P 15 44 6 D 3 a 2 0．50 1 18

39 1
巨 2 f8

0．34 0．29 1 18 P 16 44 7 C 3 h l 0．66 0．56 3 8 P 6 0

39 2
i c 2 f8

0．32 0．30 7 0 P 17 44 8 B 3 g4 0．31 4 0 P 6 1

39 3 C 2 h8 ［0．58］
l

0．52 18 P 18 44 9 C 3 il 0．36 0．28 4 8 P 62

394 B 3 h l
l

［　 0・76l
0．58 4 6 P 19 4 50 C 3 il 0・38 i o・30

22 P 63

3 95 C 2 aO ［0．64］ 81 P 20 4 5 1 B 3 g4 0・42 i o・31
37 P 64

3 99 C 2 f7 0．42 8 1 P 25 4 53 B 3 j4 0．30 0．26 － P 6 6

40 0 C 2 g 7 ［0．46］ 12 5 P 26 4 54 C 3 il 0．46 0．36 16 6 P 6 7

40 1 C 2 g7 ［0．4扇 0．32 12 9
】 p 27

45 6
】D 3 a 2

0．43 ‖0
l

40 2 C 2 eO 0．54 0．42 17 45 8 C 3 a4 0・30 ！ 0・26
4 9 P 69

4 0 3 C 2 f8 0．48 0．44 12 5 P 2 8 4 5 9 C 3 j4 0・55 i o・46
123 P 70

4 04 C 2 f8 0．61 0．56 10 3 P 2 9 4 6 0 C 3 j4 0・37 ！ 0・35
52 P 7 1

4 05 C 2 i7
0・42 ！ 0・32

4 8
i

P 3 1 4 6 1 D 3 b l　　 O．44　　　　　 0．36 4 2 P 7 2

40 6
C 2 h 8 i o・82

0．55 49 4 62
C 3 jl i　 o・32

5 6 P 7 3

40 7
C 2 g 9 i　 o・52

94 4 63 B 3 j7 0．26 2 3 P 7 4

40 8 C 2 g9 0．38 2 6 46 4 D 3 b l 0．52　　　　　　 0．43 3 4 P 7 5

40り
D 2 a7 i　 o・46

－ 46 5 C 3 C8 0・35 i o・33
54 P 76

4 10 0 2 と17 0．24 － 46 6 C 3 j2 0・6中　 0・46
92 P 77

4 1 1 C 3 h l 0．56 7 6 P 34 4 67 C 3 d9 0．28 4 7

4 12 C 3 b 2 ［私42］ 0．36 4 1 4 68 C 3 j2
0・45　 日 ・42

4 1

4 13 C 2 jO 0．54 0．50 34 P 35 4 69 C 3 d 5 0．35 4 7 P 7 8

4 14 C 2 jO 0．32 65 47 0
C 3 i5 i　 o・28

5 1 P 7 9

4 15 C 2 hO 0．54 0．51 4 8 P 36 47 1 C 3 d 5 0・57 i o・50
5 0

4 16 C 2 gO 0．38 0．31 3 4 47 2
C 3 d可　 0・48 ！ 0・38

30

4 17 C 3 e5 0．60 0．52 3 5 P 3 7 4 7 3
C 3 dO i o・35　 日 ・封

，13

4 18 C 3 d 4 0・6日　 0・53
52 P ：38 4 75

C 3 可　 0・45　 日 ・35
46 P 80

4 20 D 2 aO 0．43 6 1 P 40 4 76
C 3 C6 i　 o・60

53 P 82

42 1 D 2 aO 0．28 7 1 47 7
C 3 i5 i　 o・38

－ P 8 3

4 2 2 D 2 aO 0．29 4 4 P 4 1 47 8
C 3可　 錮 5 i o・38

8 6 P 84

4 2 3
D 3 al i ［0・33］ 10 2 ！ 47日 C 3 g 6 日 威　 恒 戯

40 P 85

4 26
D 2 a可　 私45　 日 ・40 9 1 ！ P 4 4 4 8中 C 3 d7 ！ 0・41 日 ・32

32 P 86

4 27
D 2 aO i　 0・55　 i 2 8 i

P 4 5
4中 D 3 b3 i o朋 i o・38

1 1り P 87

4 28
D 2 aO 恒 ・52 i ［0・43日 ！ 48日 D 3 協 恒 ・55　 日 ・46

12り P 88

43 2
C 3 jO i　 o・58　 i 65 i

P 49
根 ：C 3 e 6 ！ 0・28 i o・18

25 P 89

43 3
C 2 iO 恒 ・55　 中 潮 ！ 60 i

P 50 ！
484 i

C 4 g l i　 o・60
4 9 P 9 0

4 34
C 3 il 恒 ・5日 ・52 ！ 15 5 i

P 5 1 48日 C 3 e7 i o・46 ！ 0・36
8 0 P 9 1

4二35
C 3 可　 0・83 i o・65 i 9 0 i P 52 4 8日

i

C 3 掩 ！　 錮 8
98 P 92

4：沌
C 3 il ！ 0・56 i o朋 i 7 9 i

i

P 5 3
4 87 ！C 3 d7 「 摘 i 私45

39 P 9二号

437
C 3 il i o・48 ！ 0・3日 48 ！

P 5 4
4 88 i C 3 d7 日 0・32］ 恒 ・23 34 ！

P 94

4 38
C 3 可 0・44　 日 ・34 i 5 i

P 5 5
】

欄 つ
C 3 相 中 ・4日 ・45　 － 37 i

43 9
C 3 jl ！　 0・67　 i 10 1 ！ P 56 ！ 相 月

i

C 3 j4 ！　 0・61 4 4 ！
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番　 号
匝 置 ！長径 （m ） 短径 （m ） 深 さ （cm ） 発掘 番号 匝 号

位　 置 ！長径 （m ） ！短径 （m ） 深 さ （cm ）！ 発掘番号

491 C 3 e7 ‖ 0・42］
0．36 3 7 P 9 5

巨 40
C 3 j5

！　 0・54
19 P 14 5

4 92 C 3 移 ！ 0・76
0．56 7 3 P 9 6

l 5 4 1
C 3 j5 i o・61 ！ 0・4 1

28 P 146

4 93
i c 3 j2 i　 o・51

90 P 97 54 2 C 3 j4 i　 o・31
2 0 P 147

49 4 C 3 j3
！　 0・33

55 P 98 54 3 C 3 j4
！　 0・45

44 P 148

49 5 C 3 j6
i o・74

0．69 9 6 P 99 54 4 C 3 j4
i　 o・52

4 8 P 149

4 9 6 D 2 a8
！　 0・34

7 1 P lO O 54 5 C 3 j4
i ［0・52］ i o・46

26 P 150

4 97 D 3 b5 i　 o・44
4 8 P lO l 5 4 6

巨 3 j4
0．36 16 P 15 1

4 98 D 3 b 5
i o・58

0．52 125 P lO2 5 47 C 3 j4 0．43 86 P 15 2

49 9 C 3 i5 0．44 0．38 32 P lO3 54 8 D 3 a4 0．44 2 8 P 15 3

50 1 D 3 h 4 0．54 0．43 30 P lO 5 54 9 D 3 gO 0．48 3 6
［

P 154

50 3 D 3 C6 0．71 0．53 12 5 P lO 7 55 0 E 4 il 0．49 16 P 155

504 D ．3 C5 0．56 3 5 P lO 8 55 1 E 4 il 0．49　　　　　 0．41 2 8 P 156

5 05 D 3 C6 0．54 0．50 4 1 P lO9 5 52 E 4 il 0・52 ！ 0・46
36 P 15 7

5 06 D 3 C6 0．66 0．33 116 P llO 5 53 E 4 j l
0・46 ！ 0・39

10 P 15 8

50 7 D 3 C 6 0．6 1 5 1．00 73 P ll l 5 54 E 4 j l 0．47 18 P 15 9

50 8 C 3 i5 0．58 0．48 20 P l12 55 5 E 3 g4 0．52 4 4 P 160

50 9 C 3 i5 0．46 0．36 7 4 P l 13 55 7 D 3 a7 ［0．48］ 0．43 2 8 P 162

5 10 D 3 a4 0．39 ［0．32］ 17 P l 14 55 8 D 3 a6 0．77 0．68 59 P 163

5 1 1 C 3 j5 0．54 0．37 2 3 P l 15 5 59 D 3 i6 0．68 0．58 53 P 16 7

5 12 D 2 aO 0．45 0．41 110 P l16 5 60 D 3 h 7 0．45 43 P 16 8

5 13 D 2 aO 0．55 0．53 10 8 P l17 5 6 1 D 3 h 6 0．74 6 3 P 16 9

5 14 D 2 aO 0．43 4 3 P l18 56 2 D 3 h 6 0．91 0．58 5 3 P 170

5 15 D 2 bO 0．46 0．43 4 5 P l 19 56 3 D 3 h6 0．94 0．54 5 6 P 172

5 16 D 3 C4 0．36 7 9 P 12 0 56 4 D 3 h8 0．81 2 8 P 175

5 17 D 3 C4 0．34 6 5 P 12 1 56 5 D 3 h 8 0．54 52 P 176

5 18 D 3 C4 0．55 103 P 122 5 66 D 3 h 7 0．39 44 P 17 7

5 19 C 3 i2
0・6日　 0・56

33 P 123 5 67 D 3 h 7 0．69　　　　　 0．64 58 P 17 8

52 0 C 3 i2 0・61 ！ 0・43
8 1 P 12 4 56 8 D 3 b 6 0．43 7 2 P 17 9

52 1 D 3 b6 0・34　 「 0・30
9 3 P 12 5 56 9 C 3 h9 0．66　　　　　 0．58 3 1 P 180

5 22 D 3 b6 0．44 9 8 P 12 6 57 0 C 3 g7 0．67 108 P 18 1

5 23 D 3 b 6
［0・45］ ！ 0・38

34 P l立7 5 7 1 C 3 jO 0．44　　　　　 0．40 35 P 182

52 4 D 3 i4 0．51 95 P 128 5 72 C 3 jO 0．4 1　　　　　 0．38 36 P 183

52 5 D 3 i3 0・53 ！ ［0・50］
87 P 12 9 57 3 D 3 b 7 0．36 10 1 P 18 4

52 6 C 3 g7 0．78 12 2 P 13 0 57 4 D 3 b7 0．31 8 5 P 18 5

5 27 D 3 b6
0・4日　 0・33

9 0 P 13 1 57 5 D 3 g8 0．44 3 1 P 186

5 28 C 3 j6
［0・54］ ！ 0・33

3 5 P 132 5 7 6 D 3 h 8 0．53 15 P 187

52中
D 3 d 4 0．62 4 8 P 133 5 77 D 3 g 6 0．48 78 P 188

53 0 i
C 3 j5 0．36 － P 135 5 78 D 3 g 6 0．69　　　　　 0．60 4 4 P 189

53 1 i c 3 j5 0・72 i o・59
10 6 P 136 57 9 D 3 a6 ［0．44］　　　 0．36 7 7 ！

P 19 0

5 32 巨 3 j5 0・92 ！ 0・66
8 9 P 13 7 58 0 D 3 C9 0．30 8 2 i P 19 1

5可 C 3 j5 0・50 i o・45
107 P 13 8 58 1 C 3 g7 0．47　　　　　 0．38 4 2 ！ P 192

5 34 序 3 a5 ！ 0・5日　 0・48
106 P 139 5 82

C 3 g7 ！
0．33 8 1 ！

P 193

53 5 序 3 a5 i
0．50 36 P 140 5 83

C 3 g 7 ！
0．56 82 i

P 194

53日 D 3 a5 ！
0．34 26

P 14 1 i 5 85 i C 3 h 7 i 0・51　 i 50 ！
P 19 6

5 37 巨 3 j5 i
0．28 2 3

P 14 2 ！ 58日 C 3 h7 i 0・62　 ！ 81 ！
P 19 7

5 38 i c 3 j5 ！
0．52 3 3

P 14月 58 7 ！C 3 h7 i 0・49　　 0・40 i 6 1 i P 19 8

5 39 序 3 a4 i 0・84 i o・42
2 5

P 144 ！ 58日 D 4 a l i 0・27　 ！ 62 ！
P 19 9

－557－



番　 号 位　 置 長 径 （m ） 短 径 （m ） 深 さ （cm ） 発 掘 番 号 番　 号 位　 置 長径 （m ） 短 径 （m ） 深 さ （cm ） 発 掘 番 号

58 9 D 4 a l 0．4 8 0 ．30 16 P 2 00 6 4 1 D 3 aO 0 ．33 56 P 25 4

59 0 C 4 i2 ［0．40 ］ 0 ．36 84 P 2 0 1 6 42 D 3 aO 0 ．30 4 0 ． P 25 5

59 1 C 4 i2 ［0 ．3 6 ］ 7 8 P 2 02 6 43 D 3 b O ［0 ．4 8］ 0．39 13 1 P 25 6

59 2 C 4 i2 ［0 ．48 ］ 0 ．3 4 84 P 2 03 6 44 D 3 b O 0 ．4 1 2 8 P 25 7

59 3 C 4 i2 0 ．45 0 ．3 8 6 1 P 20 4 6 45 D 3 b O 0 ．4 3 0 ．36 2 0 P 2 5 8

5 94 D 3 g 3 0 ．3 8 24 P 20 5 64 6 D 3 b O 0 ．3 1 2 4 P 2 59

5 95 D 3 g 4 0．33 28 P 20 6 64 7 D 3 bO 0．46 0 ．33 8 3 P 2 60

5 96 D 3 g 4 0 ．38 18 P 20 7 64 8 D 3 b7 0 ．5 1 0 ．32 3 6 P 2 6 1

5 97 D 3 g 4 0 ．5 1 36 P 20 8 64 9 C 3 j8 0．3 5 4 0 P 2 62

5 98 C 4 i2 0 ．22 4 6 P 20 9 65 0 C 3 j8 0．3 1 3 3 P 2 63

5 99 D 3 i4 0 ．6 6 0 ．55 5 4 P 2 11 65 1 C 3 j8 0 ．74 0 ．5 3 16 P 2 64

60 0 D 3 i8 0 ．37 2 6 P 2 12 65 2 D 3 a8 0．4 1 3 8 P 2 65

60 1 D 3 j7 0 ．4 0 3 5 P 2 13 65 3 D 3 a8 0 ．38 33 P 26 6

60 2 F 3 d3 0 ．5 1 3 4 P 21 5 654 D 3 a8 0 ．52 24 P 26 7

60 3 D 3 b9 0 ．4 2 7 三l P 2 1 6 6 55 C 3 j8 0 ．4 1 0 ．2 9 69 P 26 8

604 D 3 r 7 ［0 ．65 ］ 0 ．5 8 6 5 P 2 17 6 56 C 3 j8 0 ．5 0 25 P 26 9

60 5 D 3 f7 0 ．5 6 3 3 P 2 18 6 57 D 3 a8 0 ．3 8 80 P 27 0

606 D 3 e6 0 ．54 42 P 2 19 6 58 D 3 a8 0 ．3 5 0 ．30 84 P 27 1

6 07 D 3 e6 0．42 55 P 2 20 6 59 D 3 a 8 0 ．4 3 60 P 27 2

6 08 D 3 e 6 0 ．85 0 ．7 6 18 P 2 2 1 6 60 D 3 C7 0．49 0 ．4 3 10 1 P 27 3

6 09 D 3 e7 0 ．7 2 0 ．6 6 52
l

P 22 2 6 6 1 D 3 C7 0 ．4 9 10 8 P 2 74

6 10 D 3 e7 0 ．54 37 P 22 3 6 62 D 3 C7 0．4 8 0 ．4 1 104 P 2 75

6 1 1 D 3 e7 0 ．33 18 P 22 4 66 3 D 3 C7 0．33 0 ．28 17 P 2 76

6 12 D 4 f3 ［0 ．4 3 ］ 2 3 P 22 5 66 4 D 3 d7 0 ．4 3 152 P 2 77

6 13 D 4 bO ［0 ．3 6］ 0．32 5 6 P 22 6 66 5 D 3 C7 0 ．54 0 ．4 2 164 P 2 78

6 14 D 4 b l ［0 ．2 8 ］ 4 1 P 22 7 66 8 D 3 d7 0 ．35 0 ．2 7 13 P 2 8 1

6 15 D 3 bO 0 ．34 0 ．23 6 3 P 22 8 66 9 D 3 d7 0 ．24 0 ．2 0 19 P 2 82

6 16 D 3 e6 0．46 0 ．3 1 13 1 P 22 9 67 0 D 3 C6 0 ．16 32 P 2 83

6 17 D 3 d9 0 ．3 6 7 8 P 2 30 67 1 D 3 d 6 0 ．35 132 P 2 84

6 18 D 3 e6 0 ．84 0 ．7 1 4 8 P 2 3 1 6 7 2 D 3 b 7 0 ．6 6 0 ．4 1 160 P 2 86

6 19 D 3 a8 0 ．5 7 119 P 2 32 6 7 5 E 3 d 7 0 ．8 3 0 ．6 5 39 P 2 89

62 0 D 3 a8 ［0 ．4 6］ 114 P 2 33 6 76 E 3 d 7 0 ．6 1 32 P 29 0

62 1 D 3 C7 0 ．76　　　　　　 0 ．4 8 128 P 2 34 6 7 8 D 3 b 3
0 ・5 5 】 0・50

43 S I16 9P 2

62 2 D 3 C7 0 ．28　　　　　　 0 ．15 46 P 2 35 6 79 C 3 e 3
0 ・6 3 ； 0 ・53

78 SI16 4P 3

6 2 8 D 3 a7 0 ．5 1　　　　　 0 ．4 3 8 1 P 24 1 6 80 D 3 a7 0 ．5 0 28

6 29 D 3 a7 0．49 10 2 P 24 2 6 8 1 F 3 d 4 0 ．7 0 13 0

6 30 D 3 a7 0 ．28 15 P 24 3 6 82 F 3 C4
0 ・6 6 l o ・54

－

6 3 1 D 3 a 8
［0 ・5 3 ］ l o ・45

37 P 24 4 6 83 D 3 b 9 0 ．54 6 8

6 32 D 3 a 8 0 ．18 69 P 24 5 6 84 C 3 h l 0．34　　　　　　 0 ．28 2 2

6 33 D 3 e4 0 ．5 6　　　　　　 0．50 5 0 P 24 6 6 85 C 2 d 8 0．4 1　　　　　 0 ．39 4 8

6 34 D 3 e4 ［0 ．3 5］　　　 0 ．28 4 6 P 24 7 6 86 C 2 d 8 0 ．32　　　　　　 0 ．30 4 5

6 35 D 3 e4 0 ．3 3　　　　　　 0 ．28 3 8 P 24 8 68 7 D 3 b4 0 ．42　　　　 （0 ．2 2） 3 3

6 36 D 3 e5 0 ．2 3 3 2 P 24 9 68 8 D 3 b4 0．48 4 2

63 7 D 3 e5 0．4 5　　　　　　 0 ．36 5 8 P 250 68 9 D 3 b 6
0 ・70 】 0 ・4 8

－

63 8 D 3 e5 0．50　　　　　　 0 ．38 14 P 2 5 1 69 0 D 3 C6
［0 ・34 ］ l o ・3 0

－

63 9 D 3 b9 ［0 ．57 ］　　　 0 ．4 5 4 7 P 2 5 2 69 1 D 3 C6 0 ．44 7 3

64 0 D 3 b 9 ［0 ．58 ］　　　 0 ．4 8 9 5 P 2 5 3 6 92 C 3 e5
l

［0 ・3 2 ］ l o ・2 2
－
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番　 号 位　 置 長 径 （m ）　 短径 （m ） 深 さ （c Ill） 発 掘 番 号 番　 号 位　 置 長 径 （m ） 短 径 （m ） 深 さ （cm ）　 発 掘 番 号

6 9 3 C 3 e5 0 ．42　　　　　 0 ．3 5
－ 7 15 C 2 C5 0 ．58 0．52 －

6 94 C 3 j4
0 ・54 i o・47

7 9 7 16 C 2 C 5 0 ．60
i

69 5 C 3 j3 0 ．2 5 22 7 17 C 2 C6 0 ．5 0 0 ．36
－

l

69 6 F 4 c l 0 ．5 8 4 1 7 18 D 3 b8 ［0 ．4 8］
l

4 9　　　　　 S K 20 12 6

697 F 3 cO
0・42 ！ 0 ・3 0

2 2 7 19 D 3 a7 0 ．70　　　　　 0 ．5 1 8 3

6 98 F 3 b O 0 ．36 34 7 20 D 3 a 7 0 ．32　　　　　 0．30 94

6 99 F 3 b O
0 ・3 0 i o ・27

18 72 1 D 3 b 9 0 ．4 8 0 ．34 7 6

70 0 F 3 e9 0 ．3 9 16 72 2 B 3 jl i　 O ・70 ［0 ．5 6 ］ 4 6 S K 2 137

70 1 C 3 h4 0 ．4 3 － 7 2 3 B 3 jl 0．60 0 ．5 3 S K 2 23 5

7 02 C 3 i5 0 ．62 0 ．5 1 5 0 7 24 D 3 b 8 0 ．34 0．32 63

7 03 D 3 b 7 ［0 ．5 4 ］ 0．4 1 44 7 25 C 2 f7 0 ．5 7 0 ．33 4 5

70 4 D 3 b 7 ［0 ．4 6］ ［0 ．4 4 ］ 95 72 6 C 2 h7 0 ．2 8 0 ．2 4 7 4

70 5
序 3 b6

0．63 0 ．5 4 4 6 72 7 D 3 d3 0．4 3 0 ．3 4 5 7

7 06 E 3 d 9
0 ・5日　 0 ・4 6

4 8 7 2 8 D 3 a9 0 ．42 0 ．40
－

7 07 D 3 b 3 0 ．54 0．5 2 4 7 7 29 C 3 jO 0 ．32 0 ．28
－

70 8 D 3 b 3 0 ．4 7 0．43 4 1 7 30 F 3 f6 0 ．6 0 0 ．54
－

70 9 D 3 b2 0 ．5 5 4 9 7二11 C 3 a4 0 ．3 3 0 ．30 4 9

7 10 D 3 b2 0 ．54 0 ．4 6 9 7 73 2 C 2 jO 0．30 0 ．2 6 2 9

7 1 1 D 3 b 2 0 ．60 0 ．54 4 8 7 33 C 2 jO 0 ．32 0．2 8 2 1

7 12 B 3 j5 ［0 ．4 0 ］ 0．36 － 7 34 C 2 jO 0 ．30 80

7 13 D 3 b 7 0 ．6 0 ［0 ．55 ］ 36 73 5 C 3 h 8 0 ．3 5 0 ．29
－

7 14 C 2 C5 0．70 ［0 ．4 8 ］ 6 0 73 6 D 3 b2 0 ．2 8 0 ．2 2 18

8　陥し穴

第7号陥』究（第512図）

位置　調査2区の北乱B3だ区。土坑墓群城に位置する。

確認状況　一部が調査区域外に及んでいる。

規模と形状　北西部が調査区域外のため，開口部の平面形は長径1・70m，短径1。24m程度の不整楕円形と推定

される。推定される長径方向はNつ40－Wである。底面の平面形は長径工60m，短径0。34m程度の不整楕円形

である。底面は平坦でタ深さは98cmである。壁は外傾及び直立し，横断面はU字状を呈している。

覆土　7層に分層される。不自然な堆積状況やロームブロックが相当量含まれていることから，人為堆積と考

えられる。

土層解説

1黒　　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック中量

5　暗褐色　ロームブロック中量

6　暗褐色　ロームブロック多量
7　極暗褐色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片7点，磨製石斧1点が覆土から出土している。

所見　本跡は，土坑墓群域に位置しているので集落の時期とは異なると考えられる。出土土器が少なく時期は

不明であるが，遺構の形態から判断して縄文時代と考えられる。
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第8号陥し究（第513図）

位置　調査2区の南部，E4el区。住居跡群の外周域に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は長径2。40m，短径1。30m程度の不整楕円形である。推定される長径方向はN－

240－Eである。底面の平面形は長径2。14m，短径0．48m程度の不整楕円形である。底面は平坦で，深さは

110cmである。壁は外傾及び直立し，横断面はU字状を皇している。木杭を立てた痕跡と考えられる小ピット

が7か所確認された。Pl～P7は深さ10cm～16cmである。

覆土　8層に分層される。不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・鹿沼パミスブロック微量
3　黒褐色　ロームブロック微量
4　暗褐色　ロームブロック少量

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

8　褐　色

ロ ームブロック多量
ロームブロック中量
ロ

ロ

ームブロック多量
－ム粒子多量

遺物出土状況　縄文土器片7点，石1点が出土している。

所凰　出土土器が少なく時期は不明であるが，遺構の形態から判断して縄文時代と考えられる。

％
第別　図　第8号陥し穴実測図
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第9号陥』究（第514図）

位置　調査2区の南部，り3e7区。住居跡群の外周域に位置する。

規模と形状　開口部の平面形は長径1。50m，短径0・98m程度の楕円形である。推定される長径方向はN－860－W

である。底面の平面形は長径0。82m，短径0。38m程度の楕円形である。底面は平坦で，深さは106cmである。

壁は外傾し，横断面はU字状を皇している。

覆土　6層に分層される。不自然な堆積状況や鹿沼パミスブロックが相当量含まれていることから，人為堆積

と考えられる。
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土眉解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片8点が出土している。

4　暗褐色　ロームブロック中量

5　褐　色　ロームブロック多量，鹿沼パミスブロック微量
6　暗褐色　ロームブロック多量，鹿沼パミス粒子少量

所見　出土遺物が少なく時期は不明であるが，遺構の形態から判断して縄文時代と考えられる。

曳′

‾＝
第514図　第9号陥し穴実測図

表9　陥し穴一覧表

＞
0 2m

L　　；　二二］

陥し穴

番　号
位　置 長径方向 平　面　形

規　　　　　 模

壁　面底　面覆　土ピット 主な出土遺物
発　掘

番　号長径（m）×短径（m）深さ（cm）

7 B3f2 N－140－W 不整楕円形 ［1．70］×1．24 98 直立 平坦 人為 － 磨製石斧 SK2003

8 E 4el N－240－E 不整楕円形 2．40×1，30 110 直立 平坦 人為 7 SK20104

9 D 3e7 N－860－W 楕　円　形 1．50×0．98 106 外傾 平坦 人為 － SK20269

9　遺構外出土遺物（第515～518図）

表土と他時期の遺構から出土した遺物のうち，旧石器から縄文時代に属し，完形に近いものを抽出して掲載

した。Q6117は旧石器時代の石器，Q8062・Q8054・Q6118は旧石器時代終末期から縄文時代草創期にかけての

石器である。6256・6258・6259は縄文時代中期の土器，DP6020～DP6043は縄文時代中期の土製晶，Q6025・

Q6188・Q6189・Q6171・Q6163・Q6181・Q6173・Q6174・Q6176・Q6177・Q6141・Q6160・Q6145は縄文時代

の石器である。なお，解説は遺物観察表で示した。

寸二「二〇ノ

劇螢＜＝＝＝＞

第515図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第516図　遺構外出土遺物実測図（2）
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第517図　遺構外出土遺物実測図（3）
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第518図　遺構外出土遺物実測図（4）
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遺構外出土遺物観察表（第515図～第518図）

番　 号 種　 別 器　 種 口径 （cm ） 器高 （cm ） 底径 （cm ） 文様 の特徴 胎　 土 焼成 色　 調 出土位置 備　 考

6256

縄 文土器 深　 鉢 ［20．4］ （20．4）
－ キザ ミを有す る隆帯 による区

画文。隆帯 に爪形文が沿 う。

胴部はL R の単節縄文を施文。

長石 ・石英

・雲母

普通 灰 褐

6258

縄文土 器 器　 台 ［22．0］ （4．3） － 無文。 長石 ・石英

・雲母

普通 浅黄橙

内 ・外

面赤採6259

縄 文土器 有孔鍔付 － （2．7）
－ 鍔状 の隆 帯 直下 に沈線 を施

文。
長石 ・石英 普通 にぷい黄褐 2 区

D 2 e8区

番　 号 器　 種

計　　 測　　 値
i

i 胎 土 ’ 色 調
特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

D P 6 0 2 0 土 器 片 錘 4 ．6 4 ．4 1．0 3 0 ．1 長 石 ・雲 母 ，灰 黄 褐 下 部一 部欠 損 。周縁 部 一部 研 磨。両 端 に キザ ミ。 2 区 D 3 区

D P 6 0 2 1 土 器 片 錘 3 ．0 2．7 1 ．0 8 ．8 石 英 ，に ぷ い 黄 褐 周 縁 部 一 部 研 磨 。 両 端 に キ ザ ミ。 2 区

D P 6 0 2 2 土 器片 円盤 4 ．9 4 ．8 1．2 3 1．8 石 英 ， 橙 周 縁 部 一 部 研 磨 。 2 区 P L 5 9

D P 6 0 2 3 土 器片 円 盤 4 ．9 4 ．7 1．0 2 6 ．3 長 石 ・雲 母 ，灰 黄 褐 周 縁 部 一 部 研 磨 。 2 区 D 3 区 P L 5 9

D P 6 0 2 4 土 器片 円 盤 4．5 4 ．5 1．2 2 3 ．9 長石濱 母・赤色粒子，浅黄 周 縁 部 一 部 研 磨 。 2 区 E 3 区

D P 6 0 2 5 土器 片 円盤 4 ．4 4 ．3 0 ．8 1 9 ．8 長石 ・雲 母，に ぷい褐 表 面 一 部 欠 損 。 周 縁 部 研 磨 。 2 区 D 3 区 P L 5 9

D P 6 0 2 6 土 器 片 円盤 4 ．3 4．2 1．1 2 1 ．5 雲 母 ， に ぷ い 褐 周 縁 部 一 部 研 磨 。 2 区 D 3 区 P L 5 9

D P 6 0 2 7 土 器 片 円盤 4 ．4 4 ．2 1．0 1 6 ．4 長 石 ・雲母 ，にぷ い橙 表 面 一 部 欠 損 。 周 縁 部 研 磨 。 2 区 D 3 区 P L 5 9

D P 6 0 2 8 土 器片 円 盤 4 ．5 3 ．8 0 ．9 1 9．1 長 石 ・雲 母 ，にぷ い褐 周 縁 部 一 部 研 磨 。 2 区 E 3 区 P L 5 9

D P 6 0 2 9 土 器片 円 盤 4．0 4 ．7 1．2 2 6 ．0 長 石 ・石 英 ，暗 赤 褐 下 部 一 部 欠 損 。周 縁 部 研 磨 。裏 面 に 窪 み 。 2 区F 3 a4区 P L 5 9

D P 6 0 3 0 土器 片 円盤 3．9 3 ．8

l

1．0

1

1 8 ．7

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

長石 ・雲 母，にぷい褐 周 縁 部 一 部 研 磨 。 2 区 F 3 区 P L 5 9

D P 6 0 3 1 土 器 片 円盤 3 ．5 3 ．5 1．1 1 4 ．6 長石 ・雲 母，にぷ い橙 周 縁 部 一 部 研 磨 。 2 区
l

P L 5 9

D P 6 0 3 2 土 器 片 円盤 3 ．9 3．7 1 ．0 1 6 ．5 長石・石英・雲鋸 こぶい赤褐 周 縁 部 研 磨 。 2 区 C 3 区 P L 5 9

D P 6 0 3 3 土 器片 円 盤 3 ．4 3 ．3 0．9 1 3．3 長 石 ・雲 母 ， 褐 周 縁 部 研 磨 。 2 区 D 3 区 P L 5 9

D P 6 0 3 4 土 器片 円 盤 3 ．5 3 ．4 0 ．9 9 ．1 長 石 ・雲 母 ，にぷ い褐 周 縁 部 研 磨 。 裏 面 に 窪 み 。 2 区 D 3 区 P L 5 9

D P 6 0 3 5 土器 片 円盤 3．3 3 ．2 1．2 1 6 ．3 石英 ・雲 母，い ぷ い橙 周 縁 部 研 磨 。 2 区

D P 6 0 3 6 土 器 片 円盤 3 ．2 3 ．2 1．2 1 2 ．3 長石 ・雲 母，に ぷい褐 周 縁 部 研 磨 。 2 区 P L 5 9

D P 6 0 3 7 土 器 片 円盤 3 ．6 3．3 0 ．7 1 0 ．0 長 石 ・雲 母 ，暗 褐 周 縁 部 研 磨 。 2 区 C 3 区 P L 5 9

D P 6 0 3 8 土 器片 円盤 3 ．3 3．0 0 ．8 8．5 長 石 ・雲 母 ，浅 黄 周 縁 部 研 磨 。 2 区 D 3 区 P L 5 9

D P 6 0 3 9 土 器片 円 盤 3 ．0 3 ．0 0．7 9．1 長 石 ・石英 ・雲 母 ，橙 周 縁 部 研 磨 。 2 区 F 3 区 P L 5 9

D P 6 0 4 0 土 器片 円盤 3．5 3 ．2 0 ．8 8．8 石 英 ・雲 母 ， 橙 周 縁 部 一 部 研 磨 。 2 区 D 4 区 P L 5 9

D P 6 0 4 1 土器 片 円盤 2 ．7 2 ．7 0 ．9 7 ．6 石 英 ・雲 母 ， 褐 周 縁 部 研 磨 。 2 区 D 3 区 P L 5 9

D P 6 0 4 2 土 器 片 円盤 2 ．3 2 ．2 1．0 5 ．9 石 英 ，に ぷ い 黄 橙 周 縁 部 一 部 研 磨 。 2 区

D P 6 0 4 3 土 器 片 円盤 2 ．0 1．8 0 ．8 2 ．8 雲 母 ， 褐 周 縁 部 研 磨 。 2 区

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 ！材 質

特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考長 さ （cm ）桓 cm ）
厚 さ（cm ） 重 量 （g ）

Q 6 117 削　　 器 3．4 3 ．4 0 ．9 8．6 硬 質 頁 岩 周 縁 に押 庄 剥 離 調 整 。 2区D 3b2区

Q 806 2 掻　　 器 5．0 2．5 1．0 0．1 硬 質 頁 岩 縦 長 剥 片 素 材 。片 面 調 整 。 2 区 P L 6 2

Q 8 054 有茎尖頭器 3・4　 日 1
0．4 1．1 チ ャ ー ト 両 面調 整 。側 線 に丁 寧 な押 庄 剥 離 調 整 。 2 区 P L 6 2

Q 60 25 有 茎 石 鉄 2．1 1．9 0．3 1．0 チ ャ ー ト 茎 部 欠 損 。 側 線 は直 線 的。 2 区

Q 6 118 尖 頭 器 3．2 1．6 0 ．5 2 ．0 黒 曜 石 横 長 剥 片 素 材 。 両 面 に丁 寧 な抑 圧 剥 離 調 整 。 2 区 P L 62

Q 6 188 石　　 核 4．1 5 ．1 2 ．8 5 6 ．7 喝　　 璃 打 面 は 転 移 して 剥 離 。 2 区

Q 6 18 9 石　　 核 2．3 4．3 2 ．3 19．7 チ ャー ト 打 面 は 自然 画 。 2 区

Q 6 12 5 打 製 石 斧 11．5 4 ．3 2 ．1 127 ．4 粘 板 岩 両 面 調 整 。 背面 基 部 側 は原 礫 面 。 2 区 P L 6 0

Q 6 123 打 製 石 斧 8．0 5 ．5 2．2 124 ．8 粘 板 岩 両 面 調 整 。 2 区

Q 6 122 打 製 石 斧 9．7 6 ．1 2 ．6 19 8 ．1 粘 板 岩 両 面 調 整 。 2 区D 3 区
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番　 号 器　 種

計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考

長 さ （cm ）】幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

Q 6 12 1 打 製 石 斧 1 1．6 6．8 2 ：4 199 ．5 粘 板 岩 両 面調 整 。 2 区

Q 6 12 6 打 製 石 斧 1 1．8 4 ．6 1．3 87 ．9 安　 山　 岩 両 面調 整 。 背面 及 び腹 面 は原 礫 面 。 2 区C 2 119区 P L （）0

Q 6 13 1 磨 製 石 斧 13 ．8 4 ．2 1 ．5 140 ．5 緑 泥 片 岩 剥 離 に よる 両面 調 整 後 ，全 体 を磨 製 。 2 区 P L （）0

Q 6 137 磨 製 石 斧 （5 ．5 ） 4 ．1 1 ．0 （37 ．7 ） 線色凝灰岩 刃 部 及 び基 部 欠損 。 刃 部 付 近 を局 部 磨 製 。 2 区

Q 6 130 磨 製 石 斧 13 ．6 4 ．6 1 ．9 188 ．7 粘 板 岩 剥 離 に よる 両面 調 整 後 ， 全 体 を磨 製 。 2 区E 3 区 P L 60

Q 6 129 磨 製 石 斧 16 ．7 5 ．8 2．2 2 83 ．3 粘 板 岩 剥 離 及 び 敲打 に よる両 面 調 整 後 ，全 体 を磨 製。 2 区D 3 区 P L 60

Q 6 17 1 石　　 錐 5 ．1 0 ．9 0．5 1．9 チ ャ ー ト 両 面 調 整 。側 縁 に丁 寧 な押 庄 剥 離 調 整 。 2 区 P L 62

Q 6 16 3 掻　　 器 2 ．2 2 ．9 0．6 3 ．1 チ ャ ー ト 横 長 剥 片 素 材 。 両 面 調 整 。 2 区C 2 区

Q 6 18 1 石　　 鉄 2 ．2 1．2 0．3 0 ．7 チ ャ ー ト 基 部 は直 線 的。 2 区

Q 6 17 3 石　　 鉄 3 ．0 2 ．0 0．3 1．2 チ ャ ー ト 基 部 中央 は大 き く湾 入 。 2 区C 3 g4区 P L 59

Q 6 174 石　　 鉄 2 ．7 1．9 0．5 1 11．1
流 紋 岩 基 部 中央 は大 き く湾 入 。 2 区D 3 区 P L 59

Q 6 177 石　　 鉄 2．1 1．6 0 ．4 0 ．9 チ ャ ー ト 基 部 中央 は湾 入 。 2 区F 3 区 P L 59

Q 6 176 石　　 鉄 1．9 1．7 0 ．4 0 ．8 チ ャ ー ト 基 部 中央 は湾 入 。 2 区D 3 区 P L 59

Q 6 14 1 敲　　 石 12．0 5 ．9 4 ．5 39 0 ．1 砂　　 岩 両 端 に敲 打 痕 。 2 区D 3 区 P L 62

Q 6 145 磨　　 石 16．1 10 ．2 5 ．0 127 8 ．7 安　 山　 岩 敲 石 に併 用 。 両 側 縁 に擦 痕 ， 両 端 に敲 打 痕 。 2 区 P L 62

Q 6 160 石　　 棒 （2 5．1 ） 14 ．7 12 ．5 （5 02 4 ．0 ） 安 山　 岩 下 部 欠 損 。 凹 石 併 用 。 断 面 円 形 。 2 区D 4 区 P L 62

第4節　ま　　と　　め

宮後遺跡は縄文時代から中・近世にかけての複合遺跡である。平成11年度の調査で検出された縄文時代の遺

構は，竪穴住居跡62軋屋外炉3基，土坑1026基，土坑墓238基，土器埋設土坑5基，ピット群1か所，ピッ

ト359軋陥し穴3基である。これらの遺構は，前期前乳　中期中葉から後葉，後期中葉の3時期に大別され

る。その中で，土坑・士坑墓・ピット群・ピット陥し穴については，出土遺物はないものの遺構の形態や覆

土の特徴から縄文時代の遺構と判断したものや時期が特定できなかったものが多く含まれている。『宮後遺跡

1』（茨城県教育財団文化財調査報告第188集）の報告では，縄文時代中期中葉の土器の様相と土坑墓から出土

した太珠についての検討を行った。今回の報告では前述した3時期の様相ついて解説を加え，特に遺跡の主体

となる中期中葉から中期後葉にかけての時期について，土器の変遷を明らかにした上で集落の変遷についての

検討を行っていきたい。

1縄文時代前期前葉の様相

本時期の遺構は，竪穴住居跡1軒が5区で検出されている。第113号住居跡は，壁柱穴で，床面の中央部に

地床炉を有している。土器は目線部を梯子状沈線文により文様を措出し，文様の余白部に円形刺突文を充填す

るもので，口唇部には鋸歯状突起を付加している。この土器は目線部にキザミを有する細隆帯を施していない
1）　　　　　　　　　　　　　2）

ことから，篠遠喜彦氏が提唱し，谷藤保彦氏が型式内容を整理した三ツ木式土器ではなく，関山I式土器であ

ると考えられる。また，梯子状洗練文の幅が広いこと，癌状貼付文ではなく，円形刺突文を施していることか

ら，関山I式土器の中でも古段階の様相がうかがわれる。
3）

当遺跡周辺の渦沼前川流域や滴沼川流域には，前期の遺跡が多数分布している。中でも，南小割遺跡は当遺

跡から南東へ3．6kmの距離で言田沼川左岸に位置している。平成6年の調査では該期の竪穴住居跡20軒が検出

されている。それらを時期別に分けると，三ツ木式期が11軒，関山Ⅱ式期が9軒で，それぞれは場所を変えて

群を成している。特に，三ツ木式期の地点貝塚が6か所が検出されており，渦沼川流域で最も上流に位置する
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貝塚と位置付けられる。貝種はヤマトシジミが99％を占め，残りの1％がハマグリ・マガキ・ムラサキガイ。

ウネナシトヤマガイ・イシマキガイ・カワアイ・カワニナ・アワビ類である。両時期の詳細な検討は今までに

行われてはいないが，いずれの時期も数軒単位の小規模集落であったと考えられる。当遺跡の竪穴住居跡も，

南小割遺跡例と時期は異なるものの，一時期の様相を示す好例となるであろう。

2　縄文時代中期中葉から中期後葉にかけての様相

（1）土器の様相

本時期は当遺跡の主体となる時期で，遺構と遣物の大多数は本時期のものである。当遺跡では阿王台Ia・
4）

Ib式期から加曽利EⅣ式期までの縄文中期土器が出土している。ここでは，縄文時代中期における宮後遺跡

を復元するための基礎作業として該期の土器様相を明らかにしていきたい。

中期中葉の時間軸は，阿王台式の編年を基準とし，一括土器と捉えられる共伴関係から，同時期の組成を明

らかにしていく。縄文地に有節（結節）沈線文を施す土器については，塚本師也氏が指摘するように現段階で
5）

は型式内容の把握が十分でないことから，七郎内Ⅱ群土器の名称を使用する。また，その概念については，胴

部に懸垂する4単位の隆帯間に，沈線で上下対向弧線文やⅩ字状文を施すものも含めて考えている。この二者

は，将来的にそれぞれの型式内容や系統を整備した上で分離しなければならないであろう。
6）

中期後葉の時間軸は，金子直行氏が『縄文土器辞典』で示した加曽利E式土器の編年案を基準とする。しか
6）　　　　　　　7）

し，金子氏はその後『大山遺跡　第9次』や『戸崎前遺跡』中で，次の二点を改めている。ひとつは，連弧文

士器の成立期の様相を検討した結鼠従来の加曽利EI式新段階期に連弧文土器が成立していないことが明ら

かになり，3文様帯系の土器群が東部的な2文様帯系の要素を取り入れてたと考えたことから，これを加曽利

EI式からの変質期と捉えて加曽利EⅡ式古段階期と変更している。ふたつは，連弧文土器の出現期としてい

た加曽利EⅡ式古段階期は，より新しい要素があるとしてその呼称を加曽利EⅡ式新段階期と改めている。当

遺跡が位置する関東地方の東部地域では，2文様帯系が主体となることと，連弧文土器も客体的な存在である

ことから，連弧文土器を時期の指標として捉えることは有効でないと考えられる。以上のことから，胴部の磨

消懸垂文の成立をもって加曽利EⅡ式古段階期とし，呼称についてもほぼ従来どおり使用していく。

時期については，阿王台Ia・Ib式期から加曽利EⅣ式期までを11期に細分した。

瑠期（第519図）

阿王台Ia・Ib式期で，第247号住居跡出土土器を指標とし，第396号土坑出土土器等が本期に属する。本時

期は隆帯に沿って単列の角押文（結節沈線文）を施すことを特徴とする阿王台Ia・Ib式土器に七郎内Ⅱ群

土器が伴出する段階である。阿王台式土器の文様構成は，2文様帯のものと3文様帯のものがある。また，扇

状把手を有するもの，器面にヒダ状の庄痕文を施しているものもある。

2期（第520図）

阿王台Ⅱ式期で，第616号土坑出土土器を指標とし，第24・151。278・358・679e955号土坑出土土器等が本

期に属する。本時期は阿王台Ⅱ式土器に七郎内Ⅲ群土器が伴出する段階である。第151号土坑例は阿王台Ⅲ式

土器と七郎内Ⅱ群土器が出土しており，それらが共伴する好例である。阿王台Ⅲ式土器の特徴は，隆帯に沿っ

た複列の角押文（半裁竹管による結節平行洗練文）で，器面のヒダ状の庄痕文は本時期でキザミ列に置換され

ている。七郎内Ⅲ群土器には，双頭の波状目線が左右非対称で，波底部下に隆帯による区画文を施すもの，胴

部に縦位の楕円形区画文を施すもの，胴部に懸垂する隆帯問に沈線による上下対向弧線文やⅩ字状文を施して

いるものがある。また，波頂部下の目線部や把手の内面に獣面を表現するものが多い。
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3期（第521図）

阿王台Ⅲ式期で，第387号土坑出土土器を指標とし，第65・362・575・641号土坑出土土器等が相当する。本

期は隆帯に沿って爪形文を施す阿王台Ⅲ式土器が主体で，七郎内Ⅲ群土器と大木8a式土器が客体的に伴出す

る。第575号土坑例は，器面にキザミ目を巡らしており，阿王台Ⅲ式土器の特徴が残存しており，古相である。

阿王台Ⅲ式土器には，頸部無文帯を有する3文様帯構成で，波頂部下に隆帯によるU字状文や0字状文を有

し，縄文を施文しないものと，波頂部下に隆帯を垂下させ，縄文を施文するものの二者がある。七郎内Ⅲ群土

器の割合は前時期と比較して少なくなるが，第362号土坑で良好な一括資料が出土している。七郎内Ⅱ群土器

は，口綾部に波頂部直下の把手を起点に隆帯による区画文を形成している。胴部に懸垂する隆帯間に上下対向

弧線文やⅩ字状文を施すことは，阿王台Ⅱ式から踏襲されている。大木8a式土器は，第387号土坑で良好な

共伴関係にある。本例は口唇部直下に爪形文を施していることが大木8a式土器から逸脱しているが，ロ緑部

に横S字状文を施していること，胴部に沈線文を多用していることから，大木8a式土器に分類できる。

4期（第522図）

阿王台Ⅳ式期で，第511号土坑出土土器を指標とし，第613・678号土坑出土土器等が相当する。本期は阿王

台Ⅳ式土器に大木8a式土器が伴出する段階である。阿王台Ⅳ式土器の隆帯に沿って施される文様には，沈線

文を施すものと，半裁竹管による平行沈線文がある。また，胴部の隆帯については，4単位で垂下するもの

と，環状の突起を有するものがある。大木8a式土器は出土数が増加し，深鉢の器形が多様となる。3のよう

な胴部中位に最大径がある樽形のものが伴出するのも本時期からである。また，本時期には，第1859号土坑出

土土器のように勝坂Ⅲ式土器が微少的に伴出する。

5期（第523・524図）

加曽利EI式古段階期で，第637号土坑出土土器を指標とし，第601・610・642・647e1511号土坑出土土器

等が相当する。本期は加曽利EI式土器が成立し，伴出する土器群が減少する段階である。伴出する土器群と

しては，中峠式土器と大木8a式土器が微少的に存在し，勝坂Ⅲ式土器は組成からなくなる。加曽利EI式土

器の文様には，細い隆帯と背に洗練を有する隆帯があり，隆帯には沈線が沿うことはない。中峠式土器は第

642号土坑から出土しており，立体的な楕円区画文を連続して巡らすものとキザミを有する隆帯を施すものが

ある。また，第523図2のように地文や文様の手法に阿王台Ⅳ式土器の特徴を有する土器も伴出している。

6期（第525図）

加曽利EI式中段階期で，第167号住居跡・第1168号土坑出土土器を指標とする。本期は前段階の影響がな

くなり，加曽利EI式土器が独自に展開する段階である。本期の加曽利EI式土器の特徴は，沈線が沿う隆帯

により文様を描出すること，波頂部や突起には沈線が沿う隆帯により渦巻文を施していることである。

ヲ期（第526図）

加曽利EI式新段階期で，第145・1959号土坑出土土器を指標とする。本期は加曽利EI式土器が斉一化する

段階である。本期の加曽利EI式土器の特徴は，洗練が沿う2本一組の隆帯により文様を描出すること，渦巻

文が大形化することで，胴部に磨消懸垂文は成立していない。

8期（第527図）

加曽利EⅡ式期で，第1906弓913号土坑出土土器を指標とする。本期は胴部に磨消懸垂文が成立する段階で

ある。口綾部は隆帯幅が前時期と比べ広くなり，区画化する。また，これに西関東から中部地方にかけて分布

する曽利Ⅱ式土器が伴出する。

－568－



第519図1期（阿王台I a・I b式期）の土器

第520図　2期（阿王台Ⅱ式期）の土器

0　　　　　10cm
し＿＿＿＿＿1＿＿＿　」
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第521図　3期（阿王台Ⅲ式期）の土器
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第522図　4期（阿王台Ⅳ式期）の土器

第523図　5期（加曽利EI式古段階期）の土器（1）
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8（SK610）

第524図　5期（加曽利EI式古段階期）の土器（2）

第525図　6期（加曽利EI式中段階期）の土器
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2（SK145）

第526図　7期（加曽利EI式新段階期）の土器
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第527図　8期（加曽利EⅡ式期）の土器
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凋泡 斬。Kl。71
第528図　9期（加曽利EⅢ式古段階期）の土器

第529図10期（加曽利EⅢ式新段階期）の土器

5（SK1221）

0　　　　　10cm
：　　　こ　　　：

第530図11期（加曽利EⅣ式期）の土器
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9期（第528図）

加曽利EⅢ式古段階期で，第154号住居跡・第602号土坑出土土器を指標とする。本期は胴部の磨消懸垂文が

幅広となり，逆U字状文となる段階である。口綾部は洗練が沿う隆帯により渦巻文と区画文で構成されてい

る。文様は区画文となり，独立するものもある。

柑期（第529図）

加曽利EⅢ式新段階期で，第77・203号住居跡出土土器を指標とする〇本期は目線部文様帯と胴部文様帯が

一体化し，徴隆帯による大振りの渦巻文が器面全体に施される段階である。また，これに西関東的な沈線によ

り文様を描出する土器が伴出する。

醐期（第530図）

加曽利EⅣ式期で，第142号住居跡・第1814号土坑出土土器を指標とする。本期は微隆帯により措出された

文様で斉一化される段階である。口綾部には幅狭の無文帯が形成され，文様は1帯構成で，目線部の区画線と

連結したU字状文間に逆U字状文が迫りあがる構成のものが主体となる。

（2）集落の変遷

集落を構成する要素としては，竪穴住居跡，屋外炉，土坑墓，ピット乳土器埋設土坑，土坑等があげられ

る。ここでは，特に竪穴住居跡に焦点をあて，それに付随する遺構群を明らかにし，各時期ごとの構成を復元

していくことにする。資料としては時期が明確なものだけを扱い，年代幅があったり，時期不明なものは除外

した。ただし，遺構が密集して重複しているため，古い遺構ほど新しい遺構に掘り込まれて残存していない可

能性があるが，この点は考慮に入れていない。

瑠期（第531図）

阿王台Ia・Ib式期は，中期集落の開始期である。第247号住居跡1軒だけが検出されている。竪穴住居跡

の特徴は，平面形が円形で，炉はなく，壁溝を有してはいるものの，明確な柱穴と考えられるピットがないこ
7）

とである。類例としてほ，土浦市束原遺跡の第2号住居跡がある〇本期の住居は，両遺跡の例から1軒が単位

として形成されていたことがうかがわれる。また，本期の竪穴住居跡は茨城県内でも検出例が少なく，両遺跡
8）　　　　　　　　　　9）

以外に前田村遺跡第350・365号住居跡と古峰B遺跡第1号住居跡があるのみである。

2期（第532図）

阿王台Ⅲ式期は，環状集落の確立期である。竪穴住居跡は第40e51号住居跡が，土坑は第151e278e297・358・

558絹16・955e1445号土坑等が検出されている。住居跡の構成は不明であるが，士坑の分布から環状集落であ

ることがうかがわれる。竪穴住居跡は平面形が円形のものと長方形のものとがあり，炉もあるものとないもの

がある。土坑の断面形はフラスコ状で，底部が強くオーバーハングしている。

3期（第533図）

阿王台Ⅲ式期は，2期に引き続き遺構数は多く，環状集落が拡大する時期である。竪穴住居跡は第151弓99

号住居跡が，土坑は第65・362・387弓512号土坑等が検出されている○竪穴住居跡は平面形が円形のものと長

方形のものとがある。第199号住居跡は炉がなく，床が二段掘りとなり，その位置も住居群の外周域にある。

第151号住居跡の炉は土器埋設炉で，土器内部には炉床面はなく，地床部に炉床面がある。

超期（第534図）

阿王台Ⅳ式期は，遺構数が減少し，確実に本時期のものと位置付けられる竪穴住居跡はなく，集落が一時的

に衰退する時期である。土坑は第511・519・1862号土坑等が検出されている。
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5期（第535図）

加曽利EI式古段階期は，遺構数が再び増加する時期である。竪穴住居跡は第28・236号住居跡が，土坑は

第601・610・637・642・1161e1218・1641号土坑等が検出されている。第236号住居跡は平面形が隅丸長方形

で，炉は土器埋設炉である。炉床面は土器内部にはなく，土器の周囲にある。竪穴住居跡の検出数は2軒であ

るが，遺構数が最も多い時期であることから，本期は環状集落の繁栄期と考えられる。

6期（第536図）

加曽利EI式中段階期は，前時期より遺構数が減少する時期である。竪穴住居跡は第7弓67弓75号住居跡，

土坑は第1300・1449号土坑等が検出されている。竪穴住居跡の炉は地床炉と石囲炉で，石囲炉は本時期から出

現する。集落の形態は，前時期と同様に環状集落と考えられる。

7期（第537図）

加曽利EI式新段階期は，前時期より遺構数がさらに減少する時期である。竪穴住居跡は第19・217号住居

跡が，土坑は第1559号土坑等が検出されている。竪穴住居跡の炉はいずれも土器埋設炉で，土器の周囲に炉床

面がある。集落の形態は，前時期と同様に環状集落と考えられる。

8期（第538図）

加曽利EⅢ式期は，前時期より遺構数が再び増加し，環状集落の中心部には墓城が形成される時期である。

竪穴住居跡は第108152e165e181号住居跡が，土坑は第552・1106・1353・1473弓612・1906号土坑等が検出

されている。土坑墓は第55・70・92号土坑墓等が本期に属する可能性がある。竪穴住居跡の炉は地床炉と石囲

炉で，士坑とともに西部に集中している。土坑墓には第72・92号土坑墓のように壁溝があるものと，第55号土

坑墓のように壁溝がないものがある。壁溝を有する第32号土坑墓は本時期の第152号住居跡の炉を掘り込んで

いることから，壁溝を有する土坑墓は本時期より古い時期のものでないことが明らかである。また，第55・92

号土坑墓の北壁寄りの底面からは，石鉄が1点ずつ出土しており，石鉄が土坑墓に副葬された好例である。集

落の形態は環状集落であるが，第181号住居跡のように住居跡群の外周域に分布する住居跡もある。

9期（第539図）

加曽利EⅢ式古段階期は，前時期より遺構数がわずかに減少する時期である。竪穴住居跡は第138弓45・

154e170・181・212号住居跡，土坑は第1471弓467号土坑が，士坑墓は第62・113号土坑墓等が検出されてい

る。竪穴住居跡の炉は地床炉と石囲炉と土器埋設炉である。地床炉と石囲炉は床を掘りくぼめており，土器埋

設炉は土器内部に炉床面を持つようになる。石囲炉の中には第154号住居跡のように石棒を炉緑に樹立させる

形態を取るものもある。長野県内の類例を集成した神村透氏によれば，長野県内には12遺跡15例があり，石棒
10）

は住居建造時に樹立させていること等を指摘している。土坑墓については，墓城のほぼ中央に位置し，威信財

ともいえる琉泊製の垂飾2点と素翠製の垂飾1点が出土した第62号士坑墓が注目される。

柑期（第540図）

加曽利EⅢ式新段階期は，確認された住居跡数が増加する時期である。竪穴住居跡は第20・48・77・119・

140・182・203・224号住居跡等が検出されている。竪穴住居跡の炉は地床炉と土器埋設炉で，石囲炉はなくな

る。土器埋設炉は前時期と同様に土器内部に炉床面がある。土坑については，住居跡数に対して激減する。集

落の形態は従来の環状集落は崩壊し，その南西側に別の住居跡群が環状に展開するようになる。

醐期（第541図）

加曽利EⅣ式期は，前時期より確認された住居跡がわずかに増加する時期である。竪穴住居跡は第70e76e

78・108・142e184・194・196・206号住居跡等が検出されている。竪穴住居跡の炉は地床炉だけで，土器埋設
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第531図1期（阿王台Ia・Ib式期）の遺構分布図
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第532図　2期（阿王台Ⅲ式期）の遺構分布図

－578－



0

［「一一一十一一一一一一一一一二㌢

－579－

第533図　3期（阿王台Ⅲ式期）の遺構分布図



第534図　4期（阿王台Ⅳ式期）の遺構分布図
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第535図　5期（加曽利EI式古段階期）の遺構分布図
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第536区16期（加曹利EI式中段階期）の遺構分布図
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O

L十「二㌢

第537図　7期（加曽利EI式新段階期）の遺構分布図
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第538図　8期（加曽利EⅡ式期）の遺構分布図
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第539図　9期（加曽利EⅢ式古段階期）の遺構分布図
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第540図10期（加曽利EⅢ式新段階期）の遺構分布図
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第541図11期（加曽利EⅣ式期）の遺構分布図
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炉はなくなる。地床炉は9期以降掘りくぼめているものが多い。環状集落はなくなり，住居跡は西部に集中し

ている。集落は本期で終焉を迎え，後期中葉まで活動の痕跡は途絶えることになる。

3　縄文時代後期中葉の楼蘭

本時期の遺構は，2区北部で土器埋設土坑1基が検出されている。土器は加曽利B式土器の租製深鉢で，逆
11）　　　　　　　　12）

位の状態で埋設されていた。土器埋設士坑については，茨城県内では廻り地Å遺跡で25基が，小場遺跡で11基

が検出されておりタ　時期は中期後葉から後期中葉までのものである。特に，小場遺跡SK166は加曽利BⅢ式期

で，鉢が逆位に埋設されており，本例の特徴と類似している。正位や横位の状態で埋設される土器埋設遺構の

多くは乳幼児用の土器柁墓と考えられているが，本例のような逆位の状態で埋設されている土器埋設土坑につ

いては別の機能が考えられ，今後の課題となろう。
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遺跡全景



第138号住居跡
完　掘　状　況

第140号住居跡
遺物出土状況



第141号住居跡
遺物出土状況

第142号住居跡
完　掘　状　況

第145号住居跡
完　掘　状　況



状



第154号住居跡
遺物出土状況

第154号住居跡
石棒出土状況

第156号住居跡
完　掘　状　況



第167・169号住居跡
完　掘　状　況

第167・169号住居跡
遺物出土状況



第167号住居跡
炉　完　掘　状　況

第170号住居跡
完　掘　状　況

第170号住居跡
炉　完　掘　状　況



状



第184・210号住居跡
完　掘　状　況

第196
完　掘

第199号住居跡
完　掘　状　況



第199号住居跡
遺物出土状況

第209号住居跡
完　掘　状　況



第212号住居跡
完　掘　状　況

第212号住居跡
炉　完　掘　状　況

第214号住居跡
完　掘　状　況



第217号住居跡
炉周辺遺物出土状況

第217号住居跡
土器埋設ピット
遺物出土状況



第222号住居跡
完・：掘　状　況

第224号住居跡
完　掘　状　況

第224号住居跡
遺物出土状況



第235号住居跡
遺物出土状況

第247号住居跡
遺物出土状況



第10号屋外炉
遺物出土状況

第1004号土坑
遣物出土状況

第1009号土坑
Pl遺物出土状況



第1160号土坑
遺物出土状況



第1161号土坑
遺物出土状況

第1161号土坑
遺物出土状況

第1166号土坑
遺物出土状況



第1169号土坑
遺物出土状況

第1190号土坑
遺物出土状況



第1200号土坑
遺物出土状況

第1229号土坑
遺物出土状況

第1244号土坑
完　掘　状　況



物

物



第1258号土坑
遺物出土状況

第1273号土坑
遺物出土状況

第1300
完　掘



第1300号土坑
遺物出土状況

第1300号土坑
遺物出土状況

第1309号土坑
遺物出土状況



第1332号土坑
遺物出土状況

第1352・1353号土坑
遺物出土状況

第1379号土坑
遺物出土状況



物



第1449号土坑
遺物出土状況

第1455号土坑
遺物出土状況

第1476号土坑
P3遺物出土状況



第1511・1512号土坑
遺物出土状況



第1539号土坑
遺物出土状況

第1541号土坑
遺物出土状況

第1559号土坑
遺物出土状況 ⑯ノ



第1641号土坑
遺物出土状況



第1658号土坑
遺物出土状況

第1682号土坑
遺物出土状況

第1685号土坑
遺物出土状況



物

第1830号土坑
遺物出土状況



第1854号土坑
遺物出土状況

第1855号土坑
遺物出土状況

第1859号土坑
遺物出土状況



第1907号土坑
遺物出土状況



第1908号土坑
遺物出土状況



第1954号土坑
遺物出土状況

第1955号土坑
遺物出土状況



第2011号土坑
遺物出土状況

第97～174号土坑墓
完　掘　状　況

第55号土坑墓
完　掘　状　況



第91～93号土坑墓
遺物出土状況

第192・193号土坑墓
完　掘　状　況

第1号土器埋設土坑
遺物出土状況



第1号ピット群
完　掘　状　況

第　8　号陥　し　穴
完　掘　状　況



P L38

第1160号土坑出土土器

第1687号土坑出土土器



P L39

第1906号土坑出土土器

第1994号土坑出土土器



P L40

第140・151・165・170・174・212・217号住居跡出土土器



第167号住居跡，第955・960・975・1003号土坑出土土器



P L42

第1011・1036・1065・1091・1097号土坑出土土器



P L43

SKll15－5013

第1079・1081・1115・1127・1160・1161・1167号土坑出土土器



P L44

第1160・1161・1166・1168・1196号土坑出土土器



P L45

SK1209－5088

第1200・1209・1218・1246号土坑出土土器



P L46

第1250・1253・1270・1273・1283号土坑出土土器



P L47

第1300・1309・1326・1332号土坑出土土器



P L48

第1246・1384・1387・1392・1432・1435・1449・1455号土坑出土土器



P L49

SK1445－5244

第1409・1445・1449・1455・1478・1487・1536号土坑出土土器



第1511・1512・1539・1608・1612号土坑出土土器



P L51

第1541・1612・1614・1637・1641・1649号土坑出土土器



P L52

SK167ト6115

第1658・1671・1676・1680・1681・1685号土坑出土土器



SK1687－6142

第1685・1687・1690・1772号土坑出土土器



P L54

SK1829－6172

第1829・1830・1842・1854・1859号土坑出土土器



P L55

第1858・1862・1874・1889・1905・1913号土坑出土土器



第1927・1941・1942・1954・1989・1992・1994号土坑出土土器



P L57

SK1994－8115

第1941・1944・1994号土坑，第1・3・5号土器埋設土坑，第165号ピット出土土器



P L58

SK1234－DP5008

S1167－DP8005

装身具（垂飾・耳飾・映状耳飾）

SK1514－DP6002

第983号土坑出土土製晶（土器片錘）

SK1537－DP6005



P L59

S1142　　　　S1180

－DP8001　　－DP8006

遺構外　　　　　遺構外
－DP6034　　　　　　－DP6036

出土土製晶（土器片円盤）

三三三三

出土石器（石鉄）

遺構外
－DP6029

禦
－DP6037

◎
S1206　　　　　Sl214

－DP8010　　　・DP8011

：；奉呈
－DP6023

SK1258

彿



P L60

SK1246－Q5068　　　　　　　　SK1286－Q5078

遺構外－Q6125　　　　　　遺構タトQ6126

出土石器（打製石斧・磨製石斧）



P L61

出土石器（磨石・敲石・凹石・石皿）



P L62

S1154－Q8027

出土石器・石製晶（磨石・敲石・石棒・削器・尖頭器・石錐）

「
∴

造構外－Q8054　　　　　　　遺構外－Q6118

SK1537－Q6014　　遺構外－Q6171
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